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『かえったら、いっしょにあそぼ～！』
（4月 11日・ 奥内小学校下校指導にて）4.25

65,692人（－ 880 人） 4月1日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月からの増減

男 31,846人（－ 541 人） 世帯数 28,250世帯
女 33,846人（－ 339 人） 　（－ 298 世帯）
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（２００７年・第６５０号）

 『長期総合計画（素案）』『市民憲章』
    『市の花・木・鳥』『市民歌』にご意見をお寄せください
　市では、まちづくりのあらゆる分野の基本となる『長期総合計画』の策定に着手し、このたび素案をとりまとめましたので、

市民のみなさまからご意見を募集します。

　みなさまからのご意見は、内容ごとに整理・分類したうえで、市の考え方とともに後日開催されるむつ市総合開発審議会

に諮り、検討していただくこととなります。

　また、『市民憲章』、『市の花・木・鳥』、『市民歌』については、市町村合併時に協議により廃止されましたが、市民のみなさ

まからのご意見を参考にして、制定の適否を検討したいと考えておりますので、あわせてご意見を募集します。

〈募集期間〉

４月25日（水）～５月15日（火）

〈長期総合計画素案の閲覧〉

市ホームページ、または市広報広聴課、中央公民館、市立図書館、各分庁舎地域振興課でご覧いただけます。

〈提出方法〉

　郵送、FAX、メールで提出してください。閲覧場所へ直接ご持参いただいてもかまいません。なお、電話でのご意見は

お取り扱いできませんのでご了承ください。

　提出様式は閲覧場所に用意しておりますが、任意の様式でもかまいません。任意の様式で提出される場合は、ご意見の

ほか、住所、氏名、電話番号の記載をお願いします。

※個人情報は意見の内容等についての確認を行なうために使用し、公表はいたしません。

　お寄せいただいた方に、個別には回答しませんのでご了承願います。

　メールについては、市ホームページの『長期総合計画（素案）、市民憲章、市の花・木・鳥、市民歌に関する意見』コーナーにお寄

せください。

〈問い合わせ先〉

〒035-8686（住所不要） むつ市企画部企画課企画係

� 22-1111内線 214・215  22-5825

� http://www.mutsu.e-shimokita.jp

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
伴
う

環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
報
告
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る

事
後
調
査
報
告
書
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
住
民
の
み
な
さ
ま

に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

【
事
業
者
の
名
称
・
代
表
者
お
よ
び
住
所
】

　

〈
名　

称
〉　

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　

〈
代
表
者
〉　

管
理
者　

杉
山　

肅

　

〈
住　

所
〉　

青
森
県
む
つ
市
金
谷
一
丁
目
10
番
１
号

【
対
象
事
業
の
名
称
・
種
類
お
よ
び
規
模
】

　

〈
名　

称
〉　

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　

〈
種　

類
〉　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設（
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）

　

〈
規　

模
〉　

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥　

日
処
理
量　

２
２
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

【
対
象
事
業
実
施
区
域
】

む
つ
市
大
字
奥
内
字
今
泉
68
番
地
内

【
関
係
地
域
の
範
囲
】

　

む
つ
市
大
字
奥
内
地
区

【
縦
覧
場
所
・
期
間
お
よ
び
時
間
】

　

〈
場　

所
〉　

市
広
報
広
聴
課

川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
庁
舎　

市
民
生
活
課

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合　

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

〈
期　

間
〉　

５
月
７
日（
月
）〜
６
月
６
日（
水
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

〈
時　

間
〉　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
詳
し
く
は
】

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合　

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー　

�

45

－

２
０
１
７

 
26

－

２
１
２
８
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～本庁舎移転に向けて～
　３月27日（火）下北文化会館大集会室において第３回本庁舎移転基本計画審議会が開催され、新庁舎に持たせるべき機能の

検討や、空きスペースの利活用について審議されました。

　新庁舎に持たせるべき機能については、庁舎内各課からの提案等を参考に検討

されました。

　空きスペースの利活用については庁舎標準利用面積※注 約13,000㎡を除く、約

3,000㎡の利活用について、活発な意見交換がなされました。

　空きスペースについては、土日も開放する予定で、委員の中からは、『世代間交

流ができる子育てスペースの設置』や、『下北の特産品を紹介し、展示販売等できる

まちの駅のような施設』や、『市民が利用できる会議室の設置』などのさまざまな意

見が出されました。

　また、庁舎機能については『議場等の有効活用』や、『議場のバリアフリー化』など

の意見も出されました。

　審議会の内容・資料、また、今後の審議会の開催予定等は、市ホームページ『庁

舎移転』をご覧ください。

※注：総務省の地方債許可方針における庁舎標準面積より算出

【新庁舎等に関するご意見を募集しています】

　旧アークスプラザを庁舎とするにあたり、広く市民のみなさまのご要望等を採り入

れていきたいと考えています。新庁舎に望む機能、市の業務に望むこと、屋内空きス

ペースの活用策、現庁舎の跡地利用策等、庁舎移転に関するご意見をお寄せください。

※匿名でも構いません。メールの場合は市ホームページ『庁舎移転』内の様式でお寄せ願います。

　なお、個々のご意見に対しての直接回答はいたしませんので、ご了承ください。

〈庁舎移転に関する問い合わせ先〉

〒035-8686（住所不要） むつ市総務課事務管理係

� 22-1111内線146　   23-5178

� tyoushaiten-a5@e-shimokita.jp

　

カ
モ
シ
カ
は
日
本
全
国
で
特
別
天
然

記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
生
息
域
が
拡
大
し
、
住
宅
密

集
地
の
道
路
や
庭
で
見
か
け
た
と
い
う

情
報
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
畑
の
作
物
、
庭
木
や
花
の
食

害
が
増
え
て
い
ま
す
。
庭
先
等
で
は
、

じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

カ
モ
シ
カ
は
、
人
に
危
害
を
加
え
る

こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
野
生
動
物
で
す
の
で
、
追
い
つ
め
ら

れ
た
り
特
殊
な
状
況
下
で
は
人
に
向

か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
以
前
、

市
内
で
犬
に
追
わ
れ
た
カ
モ
シ
カ
に
市

民
が
巻
込
ま
れ
怪
我
を
し
た
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
、
年
少
者
の

方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
野
生
動
物
で
す
の
で
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
の
が
基
本
で
す

◇
庭
木
な
ど
の
食
害
が
あ
る
場
合

　

は
、
防
風
ネ
ッ
ト
等
で
防
ぐ
の
が

よ
い
で
し
ょ
う

◇
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

◇
決
し
て
餌
を
や
ら
な
い
で
く
だ

　

さ
い

市
街
地
の
カ
モ
シ
カ
と
の
付
合
い
方

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
３
３

下
北
野
生
生
物
研
究
所

�

28

－

３
０
５
１
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〈問合せ先一覧〉
市税務課　�22-1111

　　市民税係　　　内線 182 ～ 184

　　固定資産税係　内線 185 ～ 187

　　納税管理係　　内線 195・196

　　収納係　　　　内線 193・194

川内庁舎管理課　　�42-2111

大畑庁舎管理課　　�34-2111

脇野沢庁舎管理課　�44-2111

市
税
や
介
護
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
18
年
度
の
市
税
（
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
国
民
健

康
保
険
税
）や
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収

分
）の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

お
手
元
の
納
税
通
知
書
等
を
、
今
一

度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
も
、

う
っ
か
り
し
て
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
遅
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
納
税
管
理
係

　

市
税
や
介
護
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納

め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
、
金
融
機
関
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
実
に
納
期
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
口
座
振
替
の
対
象
〉

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　

軽
自
動
車
税
、
介
護
保
険
料

〈
納
付
方
法
〉

◎
期
別
納
付

　

各
納
期
で
末
日
に
振
り
替
え
し
ま

す
。
軽
自
動
車
税
は
年
１
回（
５
月
末

日
）と
な
り
ま
す
。

◎
全
納
期
一
括
納
付

　

年
１
回
第
１
期
（
６
月
末
日
）の
振

り
替
え
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
末

日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
平
日
が
振

替
日
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　

取
扱
金
融
機
関
・
最
寄
り
の
郵
便

局
で
、『
む
つ
市
口
座
振
替
依
頼
書
』

に
ご
記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
み
の
際
は
、
預
貯
金
通
帳
・

届
出
印
・
納
税
通
知
書（
納
付
書
）を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
納
税
管
理
係

　平成19年度から、税源移譲により
　　　住民税（市県民税）が変わります！
　いよいよ、今年度から税源移譲により市県民税が変わります。昨年

度から掲載していますが、改めて税源移譲についてご説明いたします。

Q：税源移譲とは何？

Ａ：国の税金である所得税率を引き下げるかわりに、地方の税

金である市・県民税率を引き上げることによって、税源を

国から地方へ移すことをいいます。

所得税が減る分、市・県民税が増えるため、所得税+市・

県民税の合計額は変わらないこととなります。

Q：どのように変わるの？

Ａ：市・県民税の所得割（みなさんの所得に係る税）の税率が

10％になります。

これまでは、所得の少ない方へは少ない税率（５％）で、所得の

多い方へは多い税率（10％または13％）でと、所得状況に応じ

て課税しておりましたが、今年度からは一律10％で課税され

ることとなります。

〈詳しくは〉市税務課市民税係

軽
自
動
車
税
の
通
知

　

平
成
19
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
付

期
限
は
、
平
成
19
年
５
月
31
日（
木
）と

な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
者
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
）に
は
、
５
月
上
旬
に
通
知
書
（
納

付
書
）を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限
を

守
っ
て
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
市
民
税
係

　

毎
年
、
５
月
上
旬
に『
固
定
資
産
税
の

課
税
明
細
書
』を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
明
細
書
に
は
、
固
定
資
産
税
お

よ
び
都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

た
土
地
な
ら
び
家
屋
の
評
価
額
、
さ
ら

に
税
額
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
る
課
税

標
準
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書
の
送
付
に
つ
い
て

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

未
登
記
家
屋
に
係
る
所
有
者
変
更
の
お
届
け
は
忘
れ
ず
に
！

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
固
定
資
産
税
係
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青
森
県
で
は
県
税
の
口
座
振
替
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

便
利
で
安
心
・
確
実
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税
】

・
自
動
車
税

　

６
月
納
期
分（
定
期
賦
課
分
）

・
個
人
事
業
税

　

８
月
、
11
月
納
期
分（
定
期
賦
課
分
）

・
法
人
県
民
税
・
事
業
税

　
（
中
間
申
告
分
お
よ
び
確
定
申
告
分
）

※
期
限
内
申
告
分
に
限
る

・
軽
油
取
引
税

　
（
特
別
徴
収
義
務
者
の
申
告
分
）

※
徴
収
猶
予
分
を
除
く

【
申
込
方
法
】

　

通
帳
と
預
金
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、
最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
ま
た

は
、
地
域
県
民
局
県
税
部
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
預
金
口
座
は
、
納
税
義
務
者
本
人
名

義
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
よ
り

県
税
の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

【
主
な
取
扱
金
融
機
関
】

　

青
森
銀
行
、
み
ち
の
く
銀
行
、
下
北

信
用
金
庫
、
青
森
県
信
用
組
合
、
東
北

労
働
金
庫
、
農
業
協
同
組
合
な
ど

【
振
替
日
】

◎
自
動
車
税
、
個
人
事
業
税

　

…
納
期
限
の
日

◎
法
人
県
民
税
・
事
業
税
、
軽
油
取
引
税

　

…
原
則
と
し
て
、
申
告
期
限
の

属
す
る
月
の
翌
月
25
日

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

地
域
県
民
局
県
税
部
の
窓
口
で

は
、
振
替
日
か
ら
数
日
間
は
振
替
の

確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。
振
替
後
す
ぐ

に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、

口
座
振
替
分
の
記
帳
を
行
な
っ
た
預

金
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
管
理
課

�
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市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
行
な
わ
れ

る
物
件
の
買
入
れ
・
役
務
の
提
供
等
に

関
す
る
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
を
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

５
月
１
日（
火
）〜
11
月
９
日（
金
）

※
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

〈
提
出
関
係
書
類
〉

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

m
utsu.e-shim

okita.jp/

）か
ら
要

項
・
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

必
要
な
書
類
を
取
り
揃
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
資
格
有
効
期
間
〉

　

平
成
19
年
度
の
審
査
の
結
果
、
資

格
を
得
た
場
合
の
有
効
期
間
は
平
成

む
つ
市
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
随
時
受
付
の
お
知
ら
せ

19
年
度
と
平
成
20
年
度
の
２
年
間
と

な
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
提
出
後
、
書
類
の
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
営

業
を
廃
止
し
た
場
合
等
は
、
そ
の
都

度
変
更
届
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
格
の
有
効
期
間
内
で

あ
っ
て
も
、
納
税
証
明
書
、
そ
の
他

必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

願
い
ま
す
。

〈
受
付
方
法
〉直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
請
先
〉

〒
０
３
５

－

８
６
８
６（
住
所
不
要
）

市
管
財
課
契
約
管
理
係

�
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( 6 )

（２００７年・第６５０号）

　

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
年
金
制
度

の
改
正
が
順
次
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
の
主
な

変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
70
才
以
上
の
方
も
、
会
社
に
お
勤

め
の
場
合
に
は
、
老
齢
厚
生
年
金

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
額
が
支
給

停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

70
才
以
上
の
方
も
、
厚
生
年
金
の

適
用
事
業
所
に
お
勤
め
の
場
合
、
老

齢
厚
生
年
金
と
賃
金
の
合
計
額
が
48

万
円
を
上
回
る
と
き
は
、
老
齢
厚
生

年
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
額
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昭
和
12
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
手
続
き
〉

　

本
人
か
ら
の
手
続
き
は
い
り
ま
せ

ん
。
厚
生
年
金
適
用
事
業
所
の
事
業

主
の
方
は
、
70
才
以
上
の
従
業
員
に

か
か
る
雇
用
、
退
職
ま
た
は
賃
金
等

に
関
す
る
届
書
を
社
会
保
険
事
務
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

青
森
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
厚
生
年
金
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
〜

◎
今
す
ぐ
年
金
を
受
け
る
必
要
の
な

い
方
は
、
老
齢
厚
生
年
金
を
66
才

以
降
に
増
額
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

老
齢
基
礎
年
金
で
は
従
来
か
ら
繰

り
下
げ
支
給
の
制
度
が
あ
り
ま
し
た

が
、
老
齢
厚
生
年
金
で
も
支
給
の
繰
り

下
げ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

65
才
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
方
が
、
65
才
か
ら

受
け
と
ら
ず
に
、
66
才
以
降
に
支
給

の
繰
り
下
げ
を
申
し
出
た
場
合
は
、

そ
の
時
か
ら
増
額
さ
れ
た
老
齢
厚
生

年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
手
続
き
〉

　

老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
繰
り
下

げ
て
増
額
さ
れ
た
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の

請
求
書
を
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
遺
族
厚
生
年
金
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

（１） 

65
才
以
上
の
方
の
遺
族
厚
生
年
金

の
支
給
方
法
の
見
直
し

　

遺
族
厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
等

の
受
給
権
が
あ
る
65
才
以
上
の
方
は
、

 

・
ご
自
身
の
老
齢
厚
生
年
金
等
は
全

額
支
給

 

・
遺
族
厚
生
年
金
は
、
ご
自
身
の
老

齢
厚
生
年
金
等
に
相
当
す
る
額
が

支
給
停
止
さ
れ
、
そ
の
差
額
の
み

支
給

※
平
成
19
年
４
月
１
日
前
に
遺
族
厚

生
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
、

か
つ
、
す
で
に
65
才
以
上
の
方（
昭

和
17
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

方
）は
、
こ
の
新
し
い
仕
組
み
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（２） 

若
齢
期
の
妻
の
遺
族
厚
生
年
金
制

度
の
見
直
し

①
夫
の
死
亡
時
に
30
才
未
満
で
子
を

養
育
し
な
い
妻
等
に
対
す
る
遺
族

厚
生
年
金
は
、
５
年
間
の
有
期
給

付
と
な
り
ま
す（
子
を
養
育
し
な

く
な
っ
た
と
き
に
、
妻
が
30
才
未

満
の
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら

５
年
間
）。

②
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
に
加

算
さ
れ
る
中
高
齢
寡
婦
加
算（
年

間
59
万
４
千
２
０
０
円
）は
、
夫

の
死
亡
時
に
40
才
以
上
で
あ
る
妻

に
、
65
才
に
到
達
す
る
ま
で
の
間

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

（
従
来
は
、
夫
の
死
亡
時
に
35
才

以
上
で
あ
る
妻
に
対
し
て
40
才
か

ら
支
給
）。

※
平
成
19
年
４
月
１
日
前
に
す
で
に

受
給
権
が
発
生
し
た
遺
族
厚
生
年

金
は
、
こ
の
新
し
い
仕
組
み
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◎
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
離

婚
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
婚
姻
期
間

中
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録

を
、
当
事
者
間
で
合
意
し
た
割
合
に

基
づ
き
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

分
割
を
受
け
た
方
は
、
ご
自
身
の

支
給
開
始
年
齢
か
ら
、
分
割
後
の
厚

生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
に
基
づ

く
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
ご
自
身
の
年
金
加

入
期
間
（
分
割
を
受
け
た
期
間
を
除

く
）が
、
原
則
25
年
以
上
必
要
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
社
会
保
険
事
務
局
む
つ
事
務
所
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（２００７年・第６５０号）

平成19年度 捨て犬・捨て猫 防止キャンペーン

〈応募資格〉市内および下北郡在住者

〈応募方法〉１頭につき１枚の『往復ハガキ』でご応募ください。

　　　　※同一犬・猫の複数応募はできません。応募頭数は１軒につき２頭までとさせていただきます。

〈応募先〉

〒035-0072　むつ市金谷二丁目18-25　青森県下北支部獣医師会あて

〈往復ハガキ記入方法〉

往信用裏面 返信用表面

①応募者の氏名（ふりがな）、住所、電話番号（携帯電話可）

②犬・猫かの種類

③犬・猫の年齢（推定可）

④犬・猫の呼び名

⑤犬・猫の健康状態

⑥犬にあっては狂犬病予防法に基づく『登録番号（鑑札）』ある

いは『狂犬病予防注射済票番号』を必ず記入してください。

※記入のない場合は無効となります。

①発送先住所、氏名

〈応募期間〉５月１日（火）～６月15日（金）※当日消印有効

〈当選者の発表〉６月29日（金）までに返信用ハガキにて通知します。

〈手術期間〉当選の通知を受理してから平成19年12月 31日（月）までに手術を受けてください。

※期間を過ぎると無効となります。

〈当選後の手続きについて〉

①当選ハガキ（返信用ハガキ）に記載されているいずれかの動物病院にハガキを持参し、避妊手術を受けてください。

②会計の際に、病院から請求された通常の手術料金から、補助金額10,000円を差引いた料金を支払うこととなります。

  〈問合せ・申込先〉

　青森県下北支部獣医師会　　�23-6858

　あすなろ動物病院（下北町）　�22-1189

　大内獣医科医院（品ノ木）　　�23-4031

　藤田動物クリニック（松森町）�24-4801



( 8 )

（２００７年・第６５０号）

　東北電力（株）東通原子力発電所

　　　　　　　　１号機のトラブル情報

事象発生日 情報区分 事　象

平成19年 4月3日 B情報
タービン駆動原子炉給水ポン
プ吐出逆止弁からの漏えい

　この事象においては、モニタリングポスト等の指示

値に異常な変化はなく、発電所周辺への放射能の影響

はありませんでした。

※A情報：安全協定報告事象、社会的影響の出るおそれの

　　　　　ある事象（国に報告したトラブルを含む）

B情報：事象の進展または状況の変化によっては、安全

　　　　　協定報告対象または社会的影響の出るおそれの

　　　　　ある事象等

　C情報： A情報、B情報に該当しない軽度な不具合、漏

　　　　　えい、汚染等、特に連絡を要する事象

〈詳しくは〉
東北電力（株）ホームページをご覧ください

� http://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/higashi/index.html

　
『
平
成
19
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
』に
先
立
ち
、
交
通
安
全
宣
言
大
会
と

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

　

多
数
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
９
日（
水
）午

前
10
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉

交
通
安
全
宣
言
大
会

む
つ
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド（
午
前
11
時
頃
）

む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
〜
マ
エ
ダ
本
店

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
環
境
対
策
係

�
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線
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交
通
安
全
宣
言
大
会
な
ら
び
に
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

橋の名前を募集します
　青森県下北地域県民局では、国道338号『むつ～大湊バイパス』の一部として『宇曽利バイパス』の整備

を進めております。『水源池公園』内を通り、県重宝である『水源池堰堤』下流に橋梁が設置されることから、

景観に配慮した設計が行なわれました。

　この橋は平成19年度に完成予定となっておりますが、むつ市民のみなさまに親しまれる新たなシンボ

ルとして、この橋の名称を募集することとなりました。

　〈応募期間〉４月25日（水）～５月30日（水）

　〈応募方法〉①橋の名称 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号を記入し、ハガキか FAX、メールにてご応募

ください。

〈問合せ・申込先〉

　 〒 035-0073 むつ市中央１丁目１番８号

　下北県民局地域整備部道路整備課 � 22-1231   22-9540

� mu-kendo@pref.aomori.lg.jp � http://www.pref.aomori.lg.jp/sh-seibi/

日本最古のアーチ式ダム

水源池公園
国道 338号線

海上自衛隊大湊地方総監部
新しい橋
橋長55.8ｍ

水源池堰堤

橋　梁

むつ湾



( 9 )

（２００７年・第６５０号）

危険物取扱者試験受験者募集
　（財）消防試験研究センター青森県支部は、消防法の規

定により青森県知事から委任された平成19年度前期危険

物取扱者試験を次のとおり実施します。

　同一人による受験は、それぞれの全試験日において受

験することができます。

【前期危険物取扱者試験日程】

試験日 試験地 試験会場 種　別

6月16日（土）
弘前市 弘前東高等学校

甲　　種

乙種（全類）

丙　　種

八戸市 県立八戸工業高等学校

6月17日（日）

青森市 県立青森工業高等学校

十和田市 県立三本木農業高等学校

むつ市 県立むつ工業高等学校

６月23日（土）
弘前市 弘前東高等学校

八戸市 県立八戸工業高等学校

６月24日（日）

青森市 県立青森工業高等学校

十和田市 県立十和田工業高等学校

むつ市 県立むつ工業高等学校

６月30日（土）鰺ヶ沢町 県立鰺ヶ沢高等学校

〈受付期間〉5月 7日（月）～16日（水）

☆免状写真書換えの推進

　危険物取扱者および消防設備士の免状をお持ちのみ

なさんは、免状交付日から10年以内ごとに写真書き換

えが必要です（写真書き換え未了の免状を所持することは、

消防法令違反です）。

　書き換え期間の過ぎた免状をお

持ちの方は、至急手続きをとって

ください。

〈詳しくは〉

（財）消防試験研究センター青森県支部

� 017-722-1902

　

自
衛
隊
『
む
つ
募
集
事
務
所
』で
は
、

た
だ
い
ま
幹
部
候
補
生
お
よ
び
自
衛
官

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
験
手
続
き
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
衛
隊
『
む
つ
募
集

事
務
所
』ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
】

〈
受
験
資
格
〉

20
才
以
上
28
才
未
満
で
、
大
学
卒
業

ま
た
は
20
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

〈
受
付
期
間
〉５
月
11
日（
金
）ま
で

〈
試
験
期
日
〉５
月
19
日（
土
）

〈
試
験
会
場
〉

青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市

自　

衛　

官　

募　

集

【
二
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）】

〈
受
験
資
格
〉

18
才
以
上
27
才
未
満
の
健
康
な
男
子

〈
受
付
期
間
〉５
月
７
日（
月
）ま
で

〈
試
験
期
日
〉５
月
13
日（
日
）

〈
試
験
会
場
〉青
森
市

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
む
つ
地
域
事
務
所

�
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７
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４

　

こ
の
教
室
は
、
市
国
際
交
流
員
の
エ

イ
ミ
ー
・
ミ
ラ
ー
（A

m
y M

iller

）

と
の
会
話
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

日
常
生
活
や
文
化
、
そ
し
てR

eal 
E
nglish

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
教
室
で

す
の
で
、
英
語
が
得
意
な
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ａ
ｍ
ｙ
‘
ｓ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
『
英
会
話
・
文
化
教
室
』

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

５
月
９
日（
水
）・
市
中
央
公
民
館

５
月
16
日（
水
）・
川
内
公
民
館

５
月
22
日（
火
）・
大
畑
公
民
館

５
月
23
日（
水
）・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
対
象
〉お
お
む
ね
18
才
以
上
の
方

〈
定
員
〉各
会
場
先
着
20
名

〈
参
加
料
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉

各
教
室
開
催
の
７
日
前
ま
で

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
秘
書
課
国
際
交
流
担
当

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
６
３
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平成19年度むつ市一般会計当初予算
　平成19年度のむつ市当初予算についてお知らせいたします。平成19年度の予算編成は、平成10年度から
続く赤字体質を脱却し、健全で安定的な財政基盤を確立するため、『選択と集中』による限りある財源の効率的
な配分を行ないながら、前例にとらわれない柔軟な発想や経営感覚により、職員一人ひとりがコスト意識を持
ち、スクラップ・アンド・ビルドによる効果的な行財政運営を目標に取り組みました。
　予算総額は289 億 5,000 万円で前年度当初予算と比較しますと、金額で 4億 1,200 万円、伸び率では1.4％の
増となっております。増額となった主な要因は、昨年 10月に発生した低気圧の影響による強風、高波等によ
り甚大な被害を受けた関根漁港施設の災害復旧予算約6億7,000万円を臨時的経費として措置したためであり、
この経費を除くと、対前年度の伸び率は 0.9％の減で実質的には緊縮予算となっております。

歳　入　289億 5,000万円　　歳　出　289億 5,000万円

地方交付税

市 税

国庫支出金

県支出金

諸 収 入

市 債

地方消費税交付金

使用料・手数料

分担金・負担金

地方譲与税

財産収入

そ の 他

民 生 費

公 債 費

衛 生 費

総 務 費

諸支出金

教 育 費

土 木 費

消 防 費

農林水産業費

商 工 費

議 会 費

そ の 他

106億 7,100万円

60億1,839万円

38億 6,497万円

22億 3,860万円

21億 8,474万円

18億 9,660万円

6億 5,662万円

3億1,284 万円

2億 5,815万円

2億 4,215万円

1億 9,599万円

4億 0,995万円

68億 8,750万円

41億1,055万円

34億 8,529万円

32億 7,595万円

26億 0,262万円

21億 2,021万円

20億 2,632万円

17億 7,146万円

12億 8,919万円

6億 4,475万円

3億 5,686万円

3億 7,930万円

１袋 ５億円
〈予算に関するご意見やお問い合わせは〉

市財政課財政係 � 22-1111内線 242

�
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平成19年度末残高見込

（平成18年度末残高見込）

総 務 債

民 生 債

衛 生 債

農 林 水 産 業 債

商 工 債

土 木 債

公 営 住 宅 債

消 防 債

教 育 債

災 害 復 旧 債

328億6,678万円

343億1,918万円

110億9,196万円

15億4,867万円

11億8,938万円

32億2,650万円

3億5,746万円

70億4,729万円

13億1,158万円

3億5,764万円

64億4,830万円

2億8,800万円

各会計の状況

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

下水道事業特別会計

公共用地取得事業特別会計

介 護 保険 特別会計

魚市場事業特別会計

簡易水道事業特別会計

用地造成事業会計

水 道 事 業 会 計

平成19年度

289億5,000万円

71億5,172万円

44億1,724万円

17億6,412万円

1,683万円

42億5,749万円

755万円

1億1,472万円

6,497万円

23億5,473万円

平成18年度

285億3,800万円

62億1,221万円

45億7,664万円

16億9,478万円

1,715万円

40億8,983万円

782万円

9,668万円

5,996万円

27億1,355万円

増減額

4億1,200万円

9億3,951万円

▲1億5,940万円

6,934万円

▲32万円

1億6,766万円

▲27万円

1,804万円

501万円

▲3億5,882万円

増減率

1.4％

15.1％

▲3.5％

4.1％

▲1.9％

4.1％

▲3.4％

18.7％

8.3％

▲13.2％

自主財源と依存財源の割合

自主財源
90億8,427万円（31.4％）

市税、分担金および負担金、
使用料および手数料など

依存財源
198億6,573万円（68.6％）

地方交付税、国庫支出金、県支出金、
市債など

市　債　残　高

　市債とは、市が公共事業を行なう
ための借り入れのことです。借入先
は国や銀行などです。

（対18年度当初予算比較）

【主要事業の概要】

教育の充実 4,764万円

小 学 校 整 備 1,570 万円

川内地区完全給食 1,064 万円

中 学 校 整 備 1,002 万円

体 育 施 設 改 修 等 1,128 万円

一体的な地域の形成 5億 8,701万円

ＪＲ下北駅前広場整備等 1 億 3,266 万円

消 融 雪 溝 整 備 7,657 万円

大 湊 港 湾 等 整 備 5,825 万円

市 道 維 持 等 3 億 1,953 万円

安全で安心な環境の充実 1億1,462万円

消 防 車 両 整 備 6,229 万円

緊急避難場所表示看板整備 968 万円

排 水 路 整 備 800 万円

墓 地 公 園整 備 等 3,465 万円

特色ある地域産業の育成 7億 8,208万円

関根漁港災害関連 3 億 4,349 万円

漁 港 整 備 等 2 億 3,620 万円

畜産担い手育成整備 3,169 万円

関根浜沿岸漁業振興対策等 1 億 7,070 万円

観光の振興 1,725万円

釜臥山展望台改修

脇野沢保養センター改修

濃 々 園 改 修 等

871 万円

361 万円

493 万円

新たな行財政システムの構築 1億 2,234万円

地理情報システム（GIS）構築

固定資産評価統合

児童扶養手当システム改修

9,792 万円

2,008 万円

434 万円
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県内各市との比較

【平成19年度当初予算】

歳出性質別の状況 市 税 収 入 の 状 況

【市民１人当たりの予算額】
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　午後 1時～ 3時まで、職業相談のカウンセラーが『サテ
ライトスポットむつ』（勤労青少年ホーム内）に訪問しています。
就職ミニセミナーやカウンセリングを行ないますので、ぜ
ひご利用ください！
　　　例えば…

 　・求人情報の集め方を知りたい
 　・履歴書、職務経歴書の書き方を知りたい
 　・何から始めていいのかわからない
 　・好きなことを仕事にしたい

ジョブカフェあおもり
サテライトスポットむつ

セミナー・カウンセリングを毎週月曜日に実施します。

〈5月の予定〉

7日、14日、21日、28日
〈詳しくは〉

青森県若年者就職支援センター �017-731-1311

【ゴールデンウィークイベントのご案内】
　むつ科学技術館では、５月３日（木）から６日（日）まで、

ゴールデンウィークイベントを開催します。なお、５日（土）

のこどもの日のみ、中学生以下のお子さまは入館料無料と

なり、先着で素敵なプレゼントも差し上げます。

　ご家族やお友達と一緒に、ぜひ遊びに来てくださいね！

☆ビデオ上映会

①10:00～『名作童話大全集：おやゆびひめ～他２話～』（32分）

②12:00～『人形アニメ：わらしべ長者』（18分）

③14:00～『イソップ物語：木こりと金のオノ～他３話～』（60分）

※ご希望により臨時上映もいたしますので、お気軽にお申しつ

けください。

☆ちびっこ工作教室 

　『せみ笛をつくろう』（１日先着50名様）

　　〈開催時間〉 ① 9:30～10:30  ② 12:00～14:30

　※定員になり次第終了とさせていただきますのでご了承ください。

☆探求コーナー

　『超低温の世界を調べよう』（２階休憩コーナーにて）

　　〈開催時間〉 11:00～11:30

　『電子発見の歴史を調べよう』（科学実験工房にて）

　　〈開催時間〉 15:00～15:30

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっせん
をしています。お気軽にご連絡ください。なお、有償での取り
引きはご遠慮ください。

ゆずります

のこぎり（多少サビ有）・産着、新生児用ベビー服等
カラーテレビ 20型（1984 年式）30型（1995 年式）
エレクトーン・婦人用自転車（26インチ）
子ども用すべり台、ブランコ（屋外用）

子犬用ゲージ（60×60× 90 ㎝）、おねしょパッド

ゆずってください

 大平中学校女子制服（夏服160～ 165 ㎝）
チャイルドシート
〈詳しくは〉 

むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）
�22-1111内線 543
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議 会 だ よ り
第１９１回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１
９
１
回
定
例
会
が
、
去
る
３
月
２
日
か
ら
３

月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
期
初
日
に
は
、
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
33
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
１
件
）・
３
報
告
が
上

程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
に

付
託
の
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
第
１
８
６
回
定
例
会

に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
下
北
駅
前
整
備

に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、２
月
６
日
、

助
役
、
収
入
役
ほ
か
関
係
部
長
等
の
出

席
を
求
め
て
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
企
画
部
長
お
よ
び
建
設
部

長
か
ら
前
回
の
委
員
会
開
催
以
降
の
経

過
と
現
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
企
画
部
長
か
ら
、
平
成
15
年

２
月
13
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
締
結
し
た

下
北
駅
周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
基
本

協
定
書
お
よ
び
、平
成
18
年
12
月
21
日
、

そ
の
一
部
を
変
更
す
る
変
更
基
本
協
定

書
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
協
定
書

の
中
に
は
別
途
協
議
と
い
う
部
分
が
多

い
こ
と
か
ら
現
実
的
な
形
で
協
議
を
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
、
20
年
度
の
２
か

　

下
北
駅
前
整
備
促
進

           

特
別
委
員
会
中
間
報
告

年
で
整
備
す
る
と
し
て
い
た
計
画
を
、

財
源
そ
の
他
各
種
協
議
事
項
等
の
事
情

で
平
成
21
年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
に

変
更
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
建
設
部
長
か
ら
、
平
成
18
年

１
月
20
日
に
委
託
契
約
し
て
い
た
下
北

駅
前
広
場
調
査
設
計
が
12
月
21
日
に
終

わ
り
、
現
在
は
県
と
協
議
を
し
な
が
ら

事
業
認
定
申
請
の
手
続
き
を
進
め
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
１
月
12
日
に
は
海
老

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
土
地
収

用
法
に
基
づ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
者

に
対
す
る
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
た

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
前
回
の
委
員
会
で
委
員

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
質
疑
、
意
見
等
に

対
し
て
の
協
議
内
容
、
結
果
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
事
業
費
の
内
訳
に
つ
い
て
、

あ
く
ま
で
現
段
階
で
の
概
算
と
し
て
用

地
取
得
費
１
億
１
千
万
円
、
移
転
補

償
費
２
億
１
千
５
０
０
万
円
、
測
量
設

計
費
３
千
３
０
０
万
円
、
そ
し
て
工
事

費
２
億
６
千
万
円
の
全
体
で
６
億
円
を

超
え
る
事
業
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
用
ト
イ
レ
の
大
便
用
を

１
か
所
増
や
し
２
か
所
と
す
る
。
駅
舎

内
部
に
地
元
産
木
材
を
使
う
提
案
に
つ

い
て
Ｊ
Ｒ
で
は
、
内
装
な
ど
に
使
う
こ

と
は
可
能
だ
ろ
う
が
材
料
の
確
保
が
重

要
な
問
題
と
な
り
、
そ
の
際
の
市
の
負

担
も
そ
れ
相
応
に
あ
り
得
る
と
の
見
解

を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
駅
前
広
場
の
出
入
り
口

に
つ
い
て
、
中
央
出
入
り
口
以
外
に
南

側
の
駐
車
場
部
分
に
入
り
口
、
北
側
の

ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
に
出
口
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
に
対
し
て
は
、
む

つ
警
察
署
等
関
係
機
関
と
の
協
議
で
出

入
り
口
の
規
制
を
し
て
も
逆
走
す
る
危

険
性
が
あ
る
た
め
、
中
央
出
入
り
口
は

１
か
所
と
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
駅
前

交
差
点
に
は
交
通
緩
和
を
図
る
た
め
右

折
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
な
る
質
疑
、
意
見
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

  

平
成
19
年
、
20
年
度
の
２
か
年
を

も
っ
て
整
備
す
る
と
し
て
い
た
事
業
計

画
を
一
年
先
送
り
し
、
平
成
21
年
度
に

す
る
こ
と
で
の
工
事
へ
の
影
響
と
、
12

月
定
例
会
で
用
地
取
得
費
を
補
正
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
用
地
交
渉
の
経
過

に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
企
画
部
長

か
ら
工
事
は
予
定
ど
お
り
行
な
う
が
、

財
源
と
な
る
電
源
三
法
交
付
金
の
入
っ

て
く
る
年
度
が
ず
れ
た
こ
と
で
予
算
配

分
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
１

年
延
び
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
部
長
か
ら
用
地
交
渉
の

経
過
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
権
者
へ

税
法
上
の
特
別
措
置
を
適
用
さ
せ
る
た

め
、
事
業
認
定
申
請
に
必
要
と
な
る
地

権
者
か
ら
の
同
意
書
を
い
た
だ
く
た
め

の
交
渉
段
階
で
あ
り
、
正
式
な
土
地
売

買
に
係
る
交
渉
は
あ
く
ま
で
も
県
か
ら

事
業
認
定
が
下
り
た
あ
と
に
な
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
同
委
員
ほ
か
複
数
の
委
員

か
ら
、
何
の
計
画
で
も
や
は
り
基
本
に

あ
る
の
は
用
地
で
あ
り
、
用
地
取
得
の

重
要
性
と
今
後
地
権
者
と
用
地
交
渉

を
す
る
上
で
土
地
単
価
に
対
し
て
の
問

題
が
出
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
別
の
委

員
か
ら
、
道
の
駅
と
合
体
し
た
駅
舎
を

建
設
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
が
、
企
画
部
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
の

話
し
合
い
お
よ
び
財
源
問
題
等
々
も
含

め
て
全
て
や
り
直
し
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
現
段
階
で
は
難
し
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別

委
員
会
の
中
間
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
９
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
３
月
８
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
９

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
１
号　

む
つ
市
副

市
長
定
数
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
助
役

制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
19
年
４

月
１
日
か
ら
助
役
の
名
称
が
副
市
長
に

代
わ
り
、
そ
の
定
数
を
１
人
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、

助
役
が
副
市
長
に
代
わ
っ
た
場
合
、
権

限
に
影
響
は
あ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
市
長
が
市
政
運

営
に
、
よ
り
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
副
市
長
に
事
務
的
な
部
分
に
関

す
る
権
限
を
拡
大
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
号　

地
方
自
治
法

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
助

役
、収
入
役
制
度
等
の
見
直
し
に
伴
い
、

関
係
す
る
９
つ
の
条
例
の
条
文
整
備
を

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
は
あ
り
ま
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せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号　

水
防
法
の
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

水
防
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
関
係

す
る
２
つ
の
条
例
に
つ
い
て
、
所
要
の

条
文
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
関
根
漁
港
お
よ

び
大
畑
漁
港
災
害
は
、
過
去
に
例
の
な

い
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
災
害

時
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
見
直
し
は
し

て
い
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
本
案
は
、
水
防
法
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
の
条
文
整
備
で
あ

り
、
災
害
時
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
見

直
し
は
行
な
っ
て
い
な
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
５
号　

む
つ
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
国

家
公
務
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
お
よ
び

休
暇
に
関
す
る
人
事
院
規
則
の
改
正
に

準
じ
、
午
前
、
午
後
そ
れ
ぞ
れ
15
分
設

け
て
い
る
休
息
時
間
を
廃
止
す
る
た
め

の
改
正
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
改
正
に
よ

り
、
昼
休
み
時
間
に
つ
い
て
は
、
午
後
０

時
か
ら
午
後
０
時
45
分
と
な
る
が
、
勤

務
時
間
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
休
息

時
間
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
労
働
基
準

法
に
抵
触
し
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
労
働
基
準
法
に

は
休
息
時
間
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
特
に
問
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
複
数
の
委
員
か
ら
、
職
員
組

合
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
が
行
な
わ
れ
た

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
職
員
組
合
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、

国
が
休
息
時
間
廃
止
を
制
度
化
す
る
な

ど
の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
を

了
解
す
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た
が
、
休

憩
時
間
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
協

議
の
結
果
、
午
後
０
時
か
ら
午
後
０
時

45
分
に
落
ち
着
い
た
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
別
の
委
員
か
ら
、
勤
務
時

間
が
午
前
は
３
時
間
30
分
、
午
後
は
４

時
間
30
分
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
午

前
、
午
後
に
ま
た
が
る
時
間
休
暇
の
取

り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
時
間
休
暇
は
、
午
前
の
す
べ
て
、

午
後
の
す
べ
て
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も

半
日
の
休
暇
と
い
う
取
り
扱
い
を
し
て

い
た
が
、
改
正
後
は
、
あ
く
ま
で
も
１

時
間
を
単
位
と
す
る
こ
と
に
改
め
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
６
号　

む
つ
市
長
等

の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

市
長
等
の
給
料
月
額
を
減
額
す
る
ほ

か
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
、
所

要
の
条
文
整
備
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

給
料
月
額
の
減
額
割
合
に
つ
い
て
は
、

市
長
が
25
％
、
助
役
が
20
％
、
収
入
役
、

教
育
長
お
よ
び
公
営
企
業
管
理
者
が

15
％
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
市
長
等

特
別
職
給
料
の
減
額
は
い
つ
ま
で
続
け

る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し
い
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
頃
ま
で
継
続
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
別
の
委
員
か
ら
、
市
長
等
特

別
職
給
料
の
減
額
割
合
に
つ
い
て
根
拠

は
あ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
減
額
割
合
に
根
拠
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
市
長
は
じ
め
五
役

と
し
て
は
、
財
政
状
況
が
好
転
す
る
ま

で
自
ら
の
身
を
削
る
と
の
思
い
を
表
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
７
号　

む
つ
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

人
事
院
の
勧
告
に
鑑
み
、
扶
養
手
当
の

支
給
額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
、
特
殊
勤
務
手
当

の
支
給
対
象
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
複
数
の
委
員
か
ら
、

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
も
、
扶

養
手
当
は
支
給
さ
れ
る
の
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
児
童
手
当

と
扶
養
手
当
は
制
度
が
異
な
る
の
で
、

両
方
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
８
号　

む
つ
市
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
特
殊
勤
務

手
当
の
種
類
、
支
給
対
象
お
よ
び
支
給

額
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
複
数
の
委
員
か
ら
、

特
殊
勤
務
手
当
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い

て
は
理
解
で
き
る
が
、
さ
ら
に
精
査
す

れ
ば
廃
止
で
き
る
手
当
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
改
正
後
に
残
る
手
当
の
中
に
は
、

状
況
が
整
え
ば
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

後
も
留
意
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
14
号　

む
つ
市
消
防

団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
15
号　

下
北
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

同
事
務
組
合
議
会
の
議
員
定
数
の
変

更
、
お
よ
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
、
同
事
務
組
合
規
約
を
変
更

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
10
月
16
日
以

降
、
本
市
議
会
議
員
の
定
数
が
30
人
に

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
議
会
選
出

の
同
事
務
組
合
議
会
議
員
の
定
数
を
15

人
か
ら
10
人
に
改
め
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　

産
業
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
３
月
８
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
13
号　

む
つ
市
営
牧
野
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
本
案
に
つ
い
て
理
事
者

側
か
ら
、
畜
産
農
家
の
労
働
の
軽
減
等

を
図
る
た
め
、
永
下
牧
野
の
畜
舎
を
使

用
す
る
牛
の
月
齢
を
３
月
以
上
か
ら
と

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
肉
用
牛
を
追
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加
し
て
、
畜
舎
の
使
用
料
を
定
め
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
６
月
以
上
か
ら
３
月
以
上
に
改
正

す
る
理
由
は
何
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
永
下
牧
野
の
畜
舎
で

牛
の
受
託
を
開
始
し
た
平
成
６
年
度

当
時
は
、
３
月
以
上
の
離
乳
し
た
ば
か

り
の
牛
を
受
託
す
る
こ
と
は
技
術
的
に

難
し
い
面
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

６
月
以
上
の
牛
か
ら
を
対
象
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
畜
産
農
家
に
と
っ
て
育

成
牛
は
ま
だ
搾
乳
が
で
き
ず
、
利
益
を

生
ま
な
い
牛
で
あ
る
た
め
、
市
営
牧
野

に
預
託
を
す
る
こ
と
で
、
搾
乳
牛
の
世

話
に
よ
り
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
か
ら
、
離
乳
し
た
３
月
以
上
の

牛
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

こ
れ
ま
で
も
あ
り
、
受
託
の
対
象
を
３

月
以
上
か
ら
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
は
、
今
回
、

新
た
に
肉
用
牛
の
畜
舎
使
用
料
が
追
加

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
肉
用
牛

は
受
託
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
こ
れ
ま

で
も
、
放
牧
に
預
か
っ
た
肉
用
牛
に
病

気
、
け
が
等
の
事
情
が
生
じ
た
場
合
、

ま
た
は
畜
産
農
家
が
病
気
等
で
世
話
で

き
な
い
場
合
に
は
畜
舎
に
入
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
便

宜
的
に
乳
用
牛
の
畜
舎
使
用
料
を
適
用

し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
畜
産
農
家
の

預
託
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、
今
回
新
た

に
肉
用
牛
の
畜
舎
使
用
料
を
規
定
す
る

も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
３
月
８
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
10
号　

む
つ
市
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
本
案
に
つ
い
て
理
事
者

側
か
ら
、
現
在
、
青
森
県
の
事
務
で
あ

る
都
市
計
画
区
域
等
に
お
け
る
開
発
行

為
の
許
可
等
に
関
す
る
事
務
が
、
平
成

19
年
４
月
１
日
よ
り
権
限
委
譲
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
申
請
に
係
る
許
可
手
数

料
を
定
め
る
た
め
提
案
し
た
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
各
市
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
青
森
市
、
八
戸
市
、
弘

前
市
、
黒
石
市
の
４
市
へ
は
既
に
委
譲

済
み
で
、
今
後
、
平
川
市
、
三
沢
市
へ

の
委
譲
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
委
譲
済
み
の
他
市
も
同

様
に
県
に
な
ら
い
、
同
額
で
手
数
料

条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則

第
60
条
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為

ま
た
は
建
築
に
関
す
る
証
明
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
県
は
県
の
条
例
に
基
づ
き

７
５
０
円
に
設
定
し
て
い
る
が
、
委
譲

を
受
け
た
他
市
で
は
３
０
０
円
に
設
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
市
に
お
い
て

も
他
市
同
様
３
０
０
円
に
設
定
し
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
案
に
対
す
る
質
疑
等
は
、

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
６
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
３
月
８
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
12
号
、
議
案

第
18
号
お
よ
び
議
案
第
19
号
に
つ
き
ま

し
て
は
異
議
が
あ
り
ま
し
た
が
賛
成
多

数
で
、
他
３
件
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て

は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た

主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
４
号 

む
つ
市
地

域
生
活
支
援
事
業
利
用
料
の
特
例
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
国

よ
り
示
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
の

円
滑
な
運
用
と
着
実
な
定
着
を
目
指
す

た
め
の
利
用
者
負
担
軽
減
策
に
準
じ
て
、

平
成
19
年
度
か
ら
２
年
間
に
限
り
、
低

所
得
者
層
に
対
す
る
利
用
料
の
負
担
上

限
月
額
を
、
最
大
で
従
来
の
４
分
の
１

と
す
る
軽
減
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
第

２
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
軽
減
措
置
の

対
象
と
な
る
所
得
区
分
に
つ
い
て
、
そ

の
詳
細
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
は
、
同
条
第
２
号
は
課
税
世
帯

の
う
ち
、
所
得
割
が
10
万
円
未
満
の
世

帯
、
第
３
号
お
よ
び
第
４
号
に
つ
い
て

は
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
第
４
号
は
年

収
80
万
円
以
下
の
世
帯
で
あ
る
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
他
の
委
員
か
ら
、
２
年
間
で

こ
の
軽
減
措
置
を
打
ち
切
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
は
、
む
つ
市
地
域
生
活
支
援
事
業

利
用
料
条
例
を
定
め
た
と
き
と
同
様
に
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
軽
減
措
置
に
準
じ
て

定
め
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
国
が
講

ず
る
施
策
を
見
極
め
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
議
案
第
９
号 

む
つ
市
育
英

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
当

市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意
を
持

ち
、
東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設
ト

ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
を
運
営
す
る
株
式
会

社
エ
ル
ク
よ
り
寄
附
を
受
け
た
の
で
、

こ
れ
を
育
英
基
金
に
組
み
入
れ
、
有
効

な
運
営
管
理
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
寄

附
を
受
け
た
際
の
本
条
例
で
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
は
、
本
条
例
に
は
各
寄
附
者
の
氏

名
や
団
体
名
が
列
記
さ
れ
、
今
回
の
寄

附
に
つ
い
て
も『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
育

英
基
金
』に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
ら
は
個
別
の
基
金
で
は
な

く
、
一
括
管
理
の
基
金
と
し
て
運
用
さ

れ
て
い
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
議
案
第
11
号 

む
つ
市
公
民

館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
本

案
は
、
中
央
公
民
館
使
用
料
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
希
望
が
多
い
パ
ソ
コ
ン
関
係

の
講
座
を
開
設
す
る
た
め
、
中
央
公
民

館
図
書
室
に
設
置
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

の
使
用
料
を
設
定
す
る
と
共
に
、
大
畑

地
区
の
正
津
川
地
区
公
民
館
と
二
枚
橋

地
区
公
民
館
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
川

内
、
脇
野
沢
両
地
区
の
公
民
館
の
分
館

等
の
例
に
な
ら
い
、
使
用
料
の
設
定
を

削
除
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
改
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正
の
対
象
で
あ
る
大
畑
地
区
の
２
公
民

館
に
つ
い
て
、
管
理
人
の
配
置
と
今
後

の
修
繕
の
際
に
お
け
る
市
の
負
担
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

管
理
人
は
従
来
ど
お
り
非
常
勤
で
の
雇

用
を
継
続
し
て
い
く
、
ま
た
今
後
の
修

繕
に
つ
い
て
は
、
地
区
の
状
況
に
応
じ

て
協
議
の
う
え
、
補
修
対
象
と
し
て
い

く
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
議
案
第
12
号 

む
つ
市
保
育

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
本
案

は
、
新
む
つ
市
保
育
再
編
計
画
お
よ
び

む
つ
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行

政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
、
市
立
柳
町
保
育

所
を
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
し
、

民
間
経
営
移
譲
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
案

に
関
連
し
て
、
同
保
育
所
の
経
営
移
譲

先
の
決
定
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
補
足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
経
営
移
譲
先
に
つ
い
て
公
募
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
、
学
校
法
人
太
陽
学

園
か
ら
申
請
が
あ
り
、
助
役
を
委
員

長
と
し
て
収
入
役
ほ
か
関
係
部
課
長

で
構
成
さ
れ
た
『
公
立
保
育
所
民
間

移
譲
先
法
人
選
定
委
員
会
』に
お
い

て
選
定
基
準
に
基
づ
き
審
査
を
し
た

結
果
、適
当
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
た
。

２
．
土
地
に
つ
い
て
は
当
該
法
人
か
ら

購
入
を
希
望
す
る
提
案
が
あ
っ
た

が
、
時
間
的
な
制
約
か
ら
当
面
は
無

償
貸
付
と
し
、
課
題
等
を
整
理
し
な

が
ら
新
年
度
の
早
い
時
期
に
売
却
の

手
続
き
を
進
め
る
。

３
．
建
物
に
つ
い
て
は
築
39
年
を
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
に
お
い
て
一
定
の
改

修
を
新
年
度
に
お
い
て
施
行
す
る
。

４
．
備
品
等
は
、
こ
れ
ま
で
の
２
つ
の

保
育
所
の
移
譲
と
同
様
に
、
無
償
譲

渡
を
考
え
て
い
る
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
経

営
移
譲
に
よ
っ
て
保
育
士
の
異
動
等
、

保
育
環
境
の
変
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
は
、

移
譲
先
に
お
い
て
、
現
在
柳
町
保
育
所

や
他
の
公
立
保
育
所
で
勤
務
し
て
い
る

臨
時
の
保
育
士
を
採
用
す
る
ほ
か
、
採

用
予
定
の
保
育
士
に
対
し
て
、
子
供
達

が
慣
れ
る
た
め
の
時
間
と
し
て
約
１
か

月
を
確
保
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
当
該
保
育
所
の
定
員
に
関
す

る
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

現
在
の
定
員
は
１
３
０
名
で
あ
る
が
、
改

修
後
に
要
望
の
あ
っ
た
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
た
め
、
定
員
は
90
名

と
な
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
障
害
児
保
育
へ
の
対
応
状
況

を
問
う
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら

は
、
専
門
の
保
育
士
を
採
用
す
る
よ
う

移
譲
先
に
要
望
し
て
い
る
ほ
か
、
障
害

児
を
考
慮
し
た
改
修
を
行
な
う
予
定
で

あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
の
委
員
か
ら
、
本
案
が

経
営
移
譲
直
前
に
提
案
さ
れ
た
理
由
を

問
う
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
は
、

新
む
つ
市
保
育
再
編
計
画
の
中
で
６
月

に
策
定
し
、
先
の
定
例
会
に
お
い
て
提

案
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
社
会
福
祉

法
人
へ
の
移
譲
を
主
張
す
る
県
の
考
え

方
と
の
相
違
に
よ
り
、
意
見
調
整
に
時

間
が
か
か
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
の
委
員
か
ら
、
移
譲
後

の
経
営
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
は
、
移
譲
先
法
人
に
対

し
て
は
運
営
費
と
し
て
市
お
よ
び
国
か

ら
補
助
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
補
助
は
国
の
基
準
に
よ
り
算
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
運
営
費
の

中
で
充
分
運
営
で
き
る
よ
う
な
体
制
に

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
の
委
員
か
ら
、
今
回
の

経
営
移
譲
に
関
し
て
６
回
の
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
関
係
者
間

の
合
意
が
確
実
に
得
ら
れ
て
い
る
の
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

説
明
会
開
催
日
の
翌
日
に
会
議
録
を
保

護
者
全
員
に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
最

終
的
に
は
移
譲
先
と
保
護
者
を
交
え
た

説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十

分
に
理
解
が
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
の
委
員
か
ら
、
当
該
保

育
所
は
移
譲
後
に
改
修
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
同
様
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
む
つ
地
区
の
他
の
３
つ
の
公
立
保
育
所

に
対
し
て
は
改
修
は
行
な
わ
な
い
の
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

新
年
度
予
算
に
お
い
て
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
新
む
つ
市
保
育
再
編
計
画

を
ベ
ー
ス
と
し
て
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
の
委
員
か
ら
、
今
年
度

の
市
内
各
保
育
施
設
の
定
員
充
足
状
況

と
土
地
の
売
却
価
格
を
問
う
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
昨
年
12
月
現

在
の
充
足
状
況
は
、
私
立
で
８
１
０
人

の
定
員
に
対
し
８
３
２
人
、
公
立
で
は

４
０
５
人
の
定
員
に
対
し
３
２
６
人
で

あ
る
、
ま
た
土
地
の
売
却
価
格
は
、
固

定
資
産
評
価
額
を
基
に
約
４
千
万
円
と

し
た
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
か
ら
は
、
公
立
の
保
育
所
が

そ
の
地
域
に
必
要
不
可
欠
で
あ
れ
ば
仕

方
が
な
い
と
は
い
え
、
少
子
高
齢
化
や

公
立
保
育
所
の
定
員
割
れ
し
て
い
る
状

況
に
加
え
て
、
今
回
の
移
譲
に
つ
い
て

は
売
却
益
を
上
回
る
改
修
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、
保

育
所
を
市
で
運
営
す
る
必
要
性
が
希
薄

で
あ
り
、
計
画
的
に
募
集
停
止
を
行
な

い
廃
止
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う

か
、
と
の
意
見
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
は
、
担
当
課
に
お
い
て
民
間
へ
の
入

所
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
も
定
員
割
れ

の
一
因
で
あ
る
、
ま
た
施
設
の
廃
止
に

つ
い
て
は
、
県
に
届
け
て
い
る
定
員
数

を
圧
縮
し
て
募
集
す
る
な
ど
の
手
法
を

と
り
、
地
域
住
民
や
保
護
者
か
ら
必
要

な
い
と
の
理
解
が
得
ら
れ
た
時
点
で
判

断
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
、
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
案
に
対
し
て
は
、
公

的
な
部
門
を
民
間
に
移
譲
す
る
、
あ
る

い
は
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
賛
成
で
き
な
い
、
と
の
意
見
の
ほ
か
、

今
後
の
民
間
移
譲
に
つ
い
て
は
時
間
的

余
裕
の
確
保
に
配
慮
し
て
欲
し
い
、
子

供
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
同
じ
レ
ベ
ル

を
維
持
し
て
欲
し
い
、
子
供
た
ち
の
安

心
安
全
を
十
分
確
保
し
な
が
ら
、
落
ち

着
い
た
中
で
保
育
業
務
を
推
進
し
て
欲

し
い
、
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
は
、
議
案
第
18
号 

平
成
18
年
度

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
本

案
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
医
療
制
度
改

革
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
事
業
費
や
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給

付
費
、
脇
野
沢
診
療
所
に
係
る
へ
き
地

直
営
診
療
施
設
運
営
費
等
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
予
算
総
額
に
つ

い
て
増
額
補
正
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
、

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
は
、
議
案
第
19
号 

平
成
18
年
度

む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
医
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療
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
介
護
保
険

事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
至
急
と

な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
介
護
予
防
支
援
業

務
の
委
託
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
を
そ
れ

ぞ
れ
補
正
す
る
と
共
に
、
介
護
予
防
事

業
全
体
の
シ
ス
テ
ム
に
係
る
歳
出
額
の

組
替
え
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
、
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
議
案
第
22
号　

平
成
19
年
度

む
つ
市
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
議
案
第

31
号　

平
成
19
年
度
む
つ
市
水
道
事
業

会
計
予
算
ま
で
の
議
案
10
件
に
つ
い
て
、

審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
３
月
９
日
、
13
日
お

よ
び
14
日
に
、
助
役
、
収
入
役
ほ
か
関

係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
各

議
案
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
議
案
第
22
号　

平
成
19
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

委
員
１
名
よ
り
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
23
号　

平
成
19
年

度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
、
議
案
第
24
号　

平
成
19
年
度
む
つ

市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第

25
号　

平
成
19
年
度
む
つ
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
26
号　

平
成

19
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
、
議
案
第
27
号　

平
成
19
年
度
む

つ
市
公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予

算
、
議
案
第
28
号　

平
成
19
年
度
む
つ

市
魚
市
場
事
業
特
別
会
計
予
算
、
議
案

第
29
号　

平
成
19
年
度
む
つ
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第

30
号　

平
成
19
年
度
む
つ
市
用
地
造
成

事
業
会
計
予
算
、
議
案
第
31
号　

平

成
19
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計
予
算

は
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
副
市
長
定
数
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

助
役
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
助
役

に
代
え
て
副
市
長
を
置
き
、
そ
の
定

数
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

助
役
、
収
入
役
制
度
等
の
見
直
し
に

伴
い
、
関
係
条
例
に
係
る
所
要
の
条

文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
水
防
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

水
防
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
所

要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
地
域
生
活
支
援
事
業
利
用

料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

地
域
生
活
支
援
事
業
の
利
用
に
際

し
て
低
所
得
者
層
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
平
成
19
年
度
お
よ
び
平
成

20
年
度
の
２
か
年
の
間
、
負
担
上
限

月
額
に
つ
い
て
軽
減
措
置
を
講
ず
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

お
よ
び
休
暇
に
関
す
る
人
事
院
規
則

の
改
正
に
準
じ
て
、
休
息
時
間
を
廃

止
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
引
き
続
き

市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
公
営
企
業

局
管
理
者
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
月

額
を
減
額
す
る
ほ
か
、
地
方
自
治
法

の
改
正
に
伴
う
所
要
の
条
文
整
備
を

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
の
国
会
お
よ
び
内
閣
に
対

す
る
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
の
勧
告

に
か
ん
が
み
、
扶
養
手
当
の
支
給
額

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革

の
一
環
と
し
て
特
殊
勤
務
手
当
の
支

給
対
象
を
見
直
し
職
員
給
与
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
特
殊

勤
務
手
当
の
種
類
、
支
給
対
象
お
よ

び
支
給
額
を
見
直
し
職
員
給
与
の
適

正
化
を
図
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
育
英
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

当
市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意

を
も
っ
て
、
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
育

英
資
金
へ
30
万
円
の
寄
附
を
受
け
た

の
で
、
こ
れ
を
育
英
基
金
に
組
み
入

れ
、
有
効
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

の
許
可
等
に
つ
い
て
、
県
知
事
か
ら

の
権
限
委
譲
に
伴
い
、
当
該
許
可
申

請
等
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

む
つ
市
中
央
公
民
館
に
Ｉ
Ｔ
ル
ー

ム
を
設
置
し
、
使
用
料
を
定
め
る
ほ

か
、
他
の
地
区
公
民
館
に
合
わ
せ
て

正
津
川
地
区
公
民
館
お
よ
び
二
枚
橋

地
区
公
民
館
の
使
用
料
を
廃
止
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

新
む
つ
市
保
育
所
再
編
計
画
に
基

づ
き
、
市
立
柳
町
保
育
所
を
平
成
19

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
し
、
民

間
に
経
営
移
譲
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
営
永
下
牧
野
の
畜
舎
を
使

用
す
る
牛
の
月
齢
を
３
か
月
以
上
か

ら
と
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
肉
用

牛
を
追
加
し
、
使
用
料
を
定
め
る
た

め
の
も
の

▼
む
つ
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
等
に
伴

い
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め

の
も
の

▼
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
の
議
員
定
数
の
変
更
お
よ
び
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
組

合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦

す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
に
畑
中
錬
逸
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
意
見
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
３
億
７
千
５
７
２
万
１
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
補
正
予
算 （
１
億
７
千
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６
５
０
万
１
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
３
５
３
万
９
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
債
務
負
担
行

為
の
補
正
１
億
５
千
万
円
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
入
…
…
△
2
千
９
６
５
万
６
千
円

　

収
益
的
支
出
…
…
△
1
千
２
６
５
万
５
千
円

　

資
本
的
収
入
…
…
…
…
△
2
千
８
１
９
万
円

　

資
本
的
支
出
…
…
△
２
千
６
５
１
万
２
千
円

▼
平
成
19
年
度
む
つ
市
各
会
計
予
算

　
（
本
紙
10
〜
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

関
根
漁
港
施
設
災
害
復
旧
工
事
に

係
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
の
も
の

報　

告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
３
億
７
千
２
５
６
万
５
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
昨
年
12
月

11
日
に
む
つ
市
大
湊
浜
町
の
株
式
会
社

村
井
商
店
の
敷
地
内
で
発
生
し
た
自
動

車
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
昨
年
12
月

19
日
に
む
つ
市
大
畑
町
上
野
町
内
会
会

館
敷
地
内
で
発
生
し
た
自
動
車
事
故
に

つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
た
も
の
）

議
員
提
出
議
案

▼
森
林
の
保
全
お
よ
び
林
業
の
活
性

化
に
関
す
る
意
見
書

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
３
月
15
日
、
16
日
、
20

日
、22
日
の
４
日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
横　

垣　

成　

年

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

・
同
行
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て

 

・
市
独
自
の
介
護
保
険
料
減
免
制
度
を
つ

く
る
べ
き

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
同
行
政
の
諸
問
題
と
全
国
学
力
テ
ス
ト

に
つ
い
て

▼
本
庁
舎
に
つ
い
て

 

・
来
庁
者
用
駐
車
場
に
つ
い
て

▼
生
活
道
路
に
つ
い
て

 

・
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
早
期
実
施
に
つ
い
て

◎
斉　

藤　

孝　

昭

▼
平
成
19
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

 

・
職
員
給
与
の
削
減
以
外
で
歳
出
の
抑
制

や
効
率
化
の
施
策
は
具
体
的
に
何
を

行
な
い
、
金
額
で
い
く
ら
の
成
果
を
目

標
と
す
る
の
か

 

・
小
中
一
貫
教
育
を
目
指
す
教
育
プ
ラ
ン

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

る
の
か

 

・
第
三
田
名
部
小
学
校
改
築
事
業
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

 

・
川
内
地
区
完
全
給
食
化
事
業
の
内
容

を
示
せ

 

・
本
庁
舎
を
耐
震
補
強
す
る
考
え
は
な
い
か

 

・
解
り
に
く
い
迷
路
の
よ
う
な
庁
舎
を
改

善
す
る
た
め
総
合
窓
口
の
設
置
や
庁

内
案
内
係
を
設
置
で
き
な
い
か

 

・
本
庁
舎
の
お
客
さ
ま
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
た
め
職
員
の
通
勤
方
法

の
改
善
を
求
め
る

 

・
市
長
に
聞
こ
え
る
『
合
併
し
て
よ
か
っ

た
』『
合
併
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
』と

い
う
市
民
の
声
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か

 

・
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据
え
た
『
人
づ

く
り
』と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
お
よ
び

施
策
な
の
か

◎
慶　

長　

德　

造

▼
行
政
評
価
に
つ
い
て

 

・
埼
玉
県
志
木
市
方
式
に
つ
い
て

 

・
平
成
19
年
度
か
ら
の
実
施
に
つ
い
て

◎
千　

賀　

武　

由

▼
市
営
住
宅
の
改
築
に
つ
い
て

 

・
大
畑
地
区
の
改
築
計
画
に
つ
い
て

 

・
建
築
場
所
の
計
画
に
つ
い
て

▼
大
畑
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

 

・
当
初
の
建
設
予
定
地
で
あ
っ
た
消
防
署

用
地
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

▼
廃
校
し
た
佐
助
川
小
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て

 

・
校
舎
、
体
育
館
を
今
後
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
く
の
か

▼
少
年
の
非
行
防
止
対
策
に
つ
い
て

 

・
家
庭
環
境
に
起
因
す
る
も
の
が
あ
る
の

か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
改
善
策
は

 

・
教
師
に
防
止
策
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
か

◎
堺　
　
　

孝　

悦

▼
除
雪
体
制
に
つ
い
て

 

・
合
併
以
前
と
合
併
後
の
除
雪
体
制
の
相

違
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
よ

▼
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
に
よ
る
税
の
体

系
に
つ
い
て

 

・
高
齢
社
会
に
お
け
る
税
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か

▼
労
働
賃
金
に
つ
い
て

 

・
旧
む
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
従

業
員
の
退
職
金
未
払
に
つ
い
て
今
日
の

現
状
と
市
長
の
か
か
わ
り
を
述
べ
よ

▼
原
子
力
行
政
に
つ
い
て

 

・
日
本
の
原
子
力
行
政
に
対
す
る
市
長
の

政
治
的
考
え
方
を
述
べ
よ

▼
合
併
特
例
債
に
つ
い
て

 

・
合
併
特
例
債
の
今
後
の
活
用
と
市
長
の

特
例
債
に
対
す
る
考
え
方
を
述
べ
よ

◎
川　

下　

八
十
美

▼
平
成
の
大
合
併
・
そ
の
後
の
検
証

 

・
合
併
効
果
を
引
き
出
す
た
め
の
計
画
作

り
と
そ
の
実
践
は

 
・
地
域
の
将
来
像
を
描
く
長
期
総
合
計
画

に
つ
い
て

 

・
格
差
是
正
に
利
用
出
来
る
財
政
優
遇
措
置

の
適
用
を
ど
う
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か

 

・
合
併
協
定
書
の
う
ち
、
新
市
の
市
民
憲

章
・
市
民
歌
・
花
・
木
・
鳥
等
の
制
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

▼
原
子
力
行
政
に
つ
い
て

 

・
中
間
貯
蔵
施
設
の
操
業
開
始
ま
で
の
計

画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
進
捗
状
況
は

 

・
最
終
処
分
場
に
対
す
る
東
通
村
長
発

言
と
市
長
の
考
え
方
を
問
う

 

・
東
京
電
力
と
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
と
の
関
根
浜
港
譲
渡
交
渉
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

 

・
原
子
力
施
設
で
産
業
振
興
を
考
え
る
会

の
発
足
と
、
原
子
力
万
博
開
催
を
提

案
す
る

◎
久
保
田　

昌　

司

▼
福
祉
対
策
に
つ
い
て

 

・
成
年
後
見
制
度
の
活
用
を
今
後
広
め
て

い
く
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か

▼
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

 

・
定
期
的
な
調
査
等
で
守
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
作
業
は
さ
れ
て
い
る
か

 

・
市
職
員
所
有
の
パ
ソ
コ
ン
の
管
理
と
今

後
に
つ
い
て

▼
交
通
安
全
に
つ
い
て

 

・
名
古
平
地
区
の
道
路
と
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

◎
澤　

田　

博　

文

▼
薬
研
野
営
場
に
つ
い
て

 

・
野
営
場
へ
の
橋
の
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て

 

・
臨
時
の
野
営
場
に
つ
い
て

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

 

・
統
合
後
の
校
舎
等
の
利
用
に
つ
い
て

 

・
統
合
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
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◎
東　
　
　

健　

而

▼
夕
張
市
に
見
る
自
治
体
の
財
政
破
綻

と
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

 

・
夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か

 

・
本
市
の
借
金
の
現
在
高
に
つ
い
て

 

・
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

 

・
連
結
決
算
の
債
務
に
つ
い
て

 

・
一
時
借
入
金
の
額
と
そ
の
運
用
状
況
に

つ
い
て

 

・
繰
上
充
用
と
赤
字
減
少
に
つ
い
て

 

・
特
例
債
バ
ブ
ル
と
再
建
団
体
に
つ
い
て

 

・
赤
字
解
消
計
画
と
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

▼
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て

 

・
生
活
保
護
世
帯
の
数
に
つ
い
て

 

・
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
率
と
原
因
に
つ
い
て

 

・
障
害
者
な
ど
を
含
む
市
民
の
自
立
支
援

に
対
す
る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
生
活
保
護
依
存
へ
の
予
防
的
配
慮
に
つ
い
て

 

・
持
ち
家
保
護
世
帯
へ
の
本
市
の
対
応
に

つ
い
て

▼
農
政
と
地
域
振
興
へ
の
て
こ
入
れ
対
策

に
つ
い
て

 

・
認
定
農
業
者
制
度
へ
の
取
り
組
み
は
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

 

・
農
業
振
興
計
画
と
展
望
に
つ
い
て

 

・
バ
イ
オ
植
物
の
植
栽
と
燃
料
特
区
構
想

に
つ
い
て

 

・
農
家
の
支
援
強
化
対
策
に
つ
い
て

 

・
新
産
業
の
誘
致
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

展
開
を

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

 

・
現
場
の
実
状
に
対
応
で
き
る
計
画
と
な
る
か

▼
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
医
療
セ
ン
タ
ー
が
解
散
し
た
場
合
、
病

院
赤
字
が
当
市
財
政
に
及
ぼ
す
影
響

は
い
か
に

 

・
合
併
特
例
債
事
業
が
財
政
に
及
ぼ
す
影

響
は
い
か
に

▼
サ
ル
対
策
に
つ
い
て

 

・
次
期
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
策
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

 

・
農
業
被
害
対
策
に
つ
い
て

◎
半　

田　

義　

秋

▼
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 

・
東
京
電
力
㈱
の
社
風
に
不
安
を
感
じ
る

が
、
市
長
の
見
解
を
問
う

 

・
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
わ
る
事
故
防
止
策

は
大
丈
夫
な
の
か

▼
各
分
庁
舎
所
長
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

・
所
長
の
権
限
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

・
民
間
人
の
区
長
制
度
の
導
入
の
考
え
は

な
い
の
か

▼
市
の
財
政
に
つ
い
て

 

・
当
市
の
一
般
会
計
以
外
の
資
金
の
実
態

に
つ
い
て

▼
災
害
防
止
策
に
つ
い
て

 

・
国
道
３
３
８
号
、
通
称
田
野
沢
坂
の
浸

食
が
激
し
い
、
早
急
の
対
策
を
求
む

 

・
川
内
町
宿
野
部
地
区
の
波
に
よ
る
塩
害

対
策
に
つ
い
て

◎
目　

時　

睦　

男

▼
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
雇
用
創
出
に
対
す
る
市
長
の
基
本
姿
勢

を
問
う

 

・
雇
用
創
出
対
策
の
具
体
的
施
策
を
示
せ

 

・
国
、
県
の
施
策
に
対
す
る
本
市
の
対
応
は

▼
福
祉
対
策
に
つ
い
て

 

・
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
導
入
に
つ
い
て

▼
交
通
対
策
に
つ
い
て

 

・
路
線
バ
ス
市
単
独
補
助
に
つ
い
て

 

・
路
線
バ
ス
県
単
独
補
助
に
つ
い
て

 

・『
地
域
公
共
交
通
会
議
』創
設
に
つ
い
て

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
市
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て

 

・
高
齢
者
の
健
康
対
策
に
つ
い
て

 

・
実
効
性
あ
る「
癌
対
策
」に
つ
い
て

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

 

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
現
況
と
取
り

組
み
に
つ
い
て

▼
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

 

・
特
別
支
援
教
育
の
現
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

▼
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

 

・
学
校
ト
イ
レ
の
快
適
性
に
つ
い
て

◎
大　

澤　

敬　

作

▼
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 
・
安
全
な
処
分
方
法
は
未
確
立
で
は
な
い
か

 
・
東
京
電
力
の
問
題
点
に
つ
い
て
市
長
の

所
見
を
問
う

 

・
旧
ア
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
へ
の
庁
舎
移
転
問

題
に
つ
い
て

▼
雇
用
確
保
に
つ
い
て

 

・
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
す
れ
ば
18
万
人

雇
用
を
ふ
や
せ
る
と
思
う
が
ど
う
か

 

・
住
民
の
く
ら
し
に
合
っ
た
仕
事
を
ふ
や

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
む
つ
市
保
健
福
祉
計
画（
素
案
）に
つ
い
て

 

・
厚
生
労
働
省
導
入（
08
年
度
）の
新
健
診

方
針
と
市
の
計
画
内
容
に
つ
い
て

▼
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
に
つ
い
て

 

・
川
内
町
Ｊ
Ｒ
バ
ス
廃
止
路
線
に
係
る
代

替
バ
ス
へ
の
補
助
の
増
額
に
つ
い
て

▼
農
業
振
興
に
つ
い
て

 

・
川
内
町
野
平
高
原
野
菜
生
産
と
補
助

復
活
に
つ
い
て

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
原
子
力
行
政
に
つ
い
て

 

・
原
子
力
事
業
に
対
す
る
協
力
と
安
心
安

全
の
担
保
に
つ
い
て

 

・
交
付
金
等
と
寄
附
金
の
市
財
政
で
の
役

割
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て

 

・
交
付
金
等
の
市
民
へ
の
直
接
還
元
に
つ
い
て

 

・
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
地
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
論
議
と
市
の

立
場
に
つ
い
て

 

・
授
業
時
数
ア
ッ
プ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
い
じ
め
、
出
席
停
止
の
運
用
基
準
に
つ
い
て

 

・
学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て

▼
上
水
道
に
つ
い
て

 

・
監
査
委
員
の
指
摘
し
た
川
内
地
区
の
上

水
道
施
設
の
改
修
に
つ
い
て

▼
水
産
行
政
に
つ
い
て

 

・
九
艘
泊
漁
港
の
浚
渫
に
つ
い
て

 

・
海
獣
ト
ド
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

 

・
魚
類
養
殖
の
研
究
促
進
に
つ
い
て

 

・
陸
奥
湾
密
漁
防
止
に
つ
い
て

 

・
寄
浪
漁
港
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

◎
石　

田　

勝　

弘

▼
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
つ
い
て

 
・
交
付
金
の
使
途
な
ど
そ
の
内
容
に
つ
い
て

 

・
交
付
額
と
そ
の
期
間
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
へ
の
交
付
金
の
配
分
割
合
に
つ
い
て

◎
村　

川　

壽　

司

▼
む
つ
市
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

 

・
旧
む
つ
市
内
の
町
内
会
別
の
未
舗
装
道

路
と
そ
の
ワ
ー
ス
ト
３
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
道
路
舗
装
の
整
備
順
序
に
つ
い
て

▼
青
森
県
民
大
会
並
び
に
全
国
ス
ポ
レ
ク

祭
に
対
す
る
む
つ
市
の
受
け
入
れ
態

勢
に
つ
い
て

 

・
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
見
直
し
と
改
善
策

に
つ
い
て

 

・
暖
か
い
も
て
な
し
の
心
で
受
け
入
れ
、

印
象
深
い
む
つ
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
策
は
な
い
か

 

・
子
ど
も
達
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
か

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する

各種情報を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議

録も順次掲載しており、一般質問における質疑応答につい

ても詳しく掲載されています。ぜひ一度ご閲覧ください。

　むつ市議会ホームページ
　　http://www.city.mutsu.aomor i . jp/gika i/
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（２００７年・第６５０号）

  3 月 30日（金）～4月1日（日）／ 来さまい館 開館1周年記念イベント

  4 月11日（水）／ 新入生登下校街頭指導（奥内小学校）

  4 月15日（日）／ イースター（下北国際ふれあい会）
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

（２００７年・第６５０号）

5月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

� � 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 � �

は休館日です。

������������������������

� �  『うそり43号／下北の歴史と文化を語る会 編集・発行』
　下北の歴史と文化を語る会の会報の最新号。

　毎回盛りだくさんの内容だが、中でも、田名部出身の海軍大佐となり

ながらこれまで誰も評伝を著していなかった伊藤喜六の一生について、

飛内進氏が、調査・関係者への取材をまとめている。

　また、長内誠一氏の『古い絵葉書の大湊は今』は、戦前と現在の町の様

子が比較できて興味深い。

�

郷土の本
＆

話題の本

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

������������������������

             
            ・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

千 原 ジ ュニア

藤　堂　志津子

なかにし　　礼

夏 樹 静 子

貫 井 徳 郎

野 中　 柊

平　野　啓一郎

宮城谷　昌　光

メ イ

森　見　登美彦

エミリー・ロッダ

桜 庭 一 樹

喬 林　 知

石 崎 洋 司

香 月 日 輪

令　丈　ヒロ子

ケイト・マクミュラン

左近司　祥　子

根 本 正 之

山 口　 真

本郷折紙研究会

講 談 社

講 談 社

あやとり探検隊

板　橋　かずゆき

浅 井　 篤

アンリ・ブリュネル

北 折　 一

日本テレビ放送網

集 英 社

ハーバート・ブレスリン

小笠原　道　大

新 庄 剛 志

酒 井 順 子

渡 辺 淳 一

東 野 圭 吾

青 野　 聡

青 山 七 恵

あさの　あつこ

安 達 千 夏

安　部　竜太郎

有 川　 浩

伊　坂　幸太郎

市 川 拓 司

熊 谷 達 也

佐 藤 正 午

柴　田　よしき

志 水 辰 夫

清 水 義 範

平　　　安寿子

読 書 と い う 体 験

千 の 風 に い や さ れ て

柳沢桂子いのちのことば

『 死 ぬ こ と 』の 意 味

10 パーセント脱力生活

お 金 儲 け セ ラ ピ ー

季 刊 東 北 学　 第 10 号

私 説 放 送 史

日 清・ 日 露 戦 争

未来のきみが待つ場所へ

小 泉 官 邸 秘 録

『平成の大合併』後の地域をどう立て直すか

長期投資を始めるなら50歳からが旬！

おんなのこのワードローブ

か ぎ 針 あ み の こ も の

野木陽子のハンドメイドコサージュ

ファッションファッショ　マインド編

くまがいなおみのトールペイントブック

カスタードだいすき。

はじめての韓国伝統茶

一流シェフ100人の調味料

『いのち』を作る昔ごはん

加藤美由紀の小さい子どもがよろこぶメニュー

時間がおいしくしてくれる。

岩波文庫編集部

佐　保　美恵子

柳 沢 桂 子

ジャニス・アマトゥーゾ

日本放送出版協会

斎 藤 一 人

東北文化研究センター

大 山 勝 美

原 田 敬 一

宮 本 延 春

飯 島　 勲

保 母 武 彦

沢 上 篤 人

月 居 良 子

ブ テ ィック 社

野 木 陽 子

山 田 詠 美

くまがいなおみ

柳　迫　さやか

李　 映 林

超人シェフ倶楽部

『ＮＨＫためしてガッテン』編集班

加　藤　美由紀

久　保　香菜子

【 図書・評論・心理学 】

【  歴 史 ・ 紀 行  】

【  社 会 ・ 教 育  】

【 技術・手芸・料理 】

【自然科学・健康・生活 】

【 芸術・スポーツ 】

【  文 　 　 　 学  】 【ティーンズ・ブック】

【 児童よみもの 】

【  郷 土 資 料  】

シネマの中の人間と医療

ネ コ に 見 習 え

生活常識の大逆転暮らし得アップ術

伊東家の食卓不滅の裏ワザ大全集ＢＥＳＴ100

マーガレット・ハウエルの『家』

王 様 と 私

魂（ガッツ）のフルスイング

ＴＨＡＮＫ　ＹＯＵ　Ｔｏ　Ａｌｌ　Ｐｅｏｐｌｅ

駆 け 込 み、 セ ー フ？

鈍 感 力

た ぶ ん 最 後 の 御 挨 拶

海 亀 に 乗 っ た 闘 牛 師

ひ と り 日 和

ラ ス ト・ イ ニ ン グ

見 憶 え の あ る 場 所

恋 七 夜

図 書 館 危 機

フィッシュストーリー

ぼくの手はきみのために

氷 結 の 森

５

所轄刑事・麻生竜太郎

青 に 候

冬 至 祭

あ な た が パ ラ ダ イ ス

１４歳

か げ ろ う

戦 場 の ニ ー ナ

四 文 字 の 殺 意

ミ ハ ス の 落 日

こ の ベ ッ ド の う え

あなたが、いなかった、あなた

風は山河より　第３・４巻

赤 い 糸　 上・ 下

夜 は 短 し 歩 け よ 乙 女

ティーン・パワーをよろしく　８

砂糖菓子の弾丸は撃ちぬけない

今 日 か ら マ 王！？

黒魔女さんが通る！！　Ｐａｒｔ５

ファンム・アレース　２

若おかみは小学生！　Ｐａｒｔ９

ドラゴン・スレイヤー・アカデミー　２－５

哲 学 の こ と ば

砂漠化ってなんだろう

たのしいおりがみ事典

だ い す き！ お り が み

全仮面ライダーパーフェクト超百科

全スーパー戦隊完全超百科

あ や と り し よ う よ！

見えなくてよかったね
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春 夏 秋 冬

（２００７年・第６５０号）

短　歌

ロ
ー
マ
へ
は
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
連
ら
な
り
て
ト
ス
カ
ー
ナ
の
村
雨
脚
早
き

甲　
　
　

栄　

子

留
守
に
し
て
戻
れ
ば
昼
の
陽
を
溜
め
て
窓
辺
の
シ
ン
ビ
ひ
と
つ
咲
き
お
り

金　

浜　

康　

子

ふ
き
の
と
う
雪
解
け
待
た
ず
顔
出
し
て
冷
え
る
水
ぎ
わ
青
く
輝
く

舩　

木　

和　

寿

こ
の
昼
の
気
温
の
ぼ
り
て
小
雨
降
る
弥
生
節
句
の
花
も
ほ
こ
ろ
ぶ

津　

田　

美　

代

俳　句

野

地

蔵

に

温

も

り

あ

り

し

雪

間

か

な

寺　

岡　

洋　

子

失

く

し

た

る

ボ

タ

ン

の

現

り

き

雪

間

か

な

三　

国　

紀　

子

春

風

は

草

木

の

ね

む

り

ゆ

り

お

こ

し

武　

尾　

八　

重

暖

冬

で

戸

惑

い

な

が

ら

木

々

芽

吹

く

石　

鳥　

き
く
江

春

一

番

己

が

田

堰

を

見

て

廻

る

加　

藤　

酔　

歩

田で

ん

が

く
響

の

味

は

帰

郷

の

子

に

合

せ

船　

橋　

葉　

月

朧

夜

や

こ

こ

ろ

ひ

と

つ

と

い

ふ

薄

さ

畑　

中　

月　

穂

晩

学

や

足

踏

さ

せ

る

忘

れ

雪

渋　

谷　

千
枝
子

窓

の

辺

に

猫

の

定

席

長

閑

か

な

髙　

橋　

千
夜
湖

園

児

等

の

黄

色

の

帽

子

下

萌

ゆ

る

吉  

田 

か
つ
よ
詩

川　柳

罪

の

手

を

隠

し

て

帰

る

二

十

五

時

吉　

田　

佳　

奈

旅

の

終

り

座

席

が

二

つ

あ

る

幸

せ

出　

崎　

忠　

華

　
『
手
話
』は
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
あ
な
た

も
『
目
で
見
る
言
葉
』で
あ
る
手
話
を
学

ん
で
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と
心
の
交

流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉

５
月
10
日（
木
）・
17
日（
木
）・

24
日（
木
）・
31
日（
木
）

６
月
７
日（
木
）・
14
日（
木
）・

21
日（
木
）・
28
日（
木
）

７
月
５
日（
木
）・
12
日（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※
受
付
は
午
後
6
時
か
ら
と
な
り
ま
す

　
こ
の
他
に
交
流
会
を
２
回
予
定
し
て
い
ま
す

〈
ど
こ
で
〉

下
北
文
化
会
館
技
術
訓
練
室

〈
受
講
料
〉無
料

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
、２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
で
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
ろ
う
あ
協
会
事
務
局
・
杉
山

22

－

９
６
２
０

市
介
護
福
祉
課
障
害
福
祉
係
・
大
見

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
５
４

手
話
講
習
会
の

お
知
ら
せ

太郎仁さんから牧野教育長へお土産の贈呈

むつ男性合唱団『響』団員募集！

　むつ男声合唱団『響』は、むつ下北では唯一の男性だけの

合唱サークルです。男声特有の重厚なハーモニーを楽しみ

ながら、合唱を通じて地域の方々との交流を図っています。

経験、未経験は問いません。みなさまのご応募をお待ちし

ております。

〈い　つ〉毎週月曜日・午後７時～

〈どこで〉ワタナベホール（むつ市柳町、むつ下北観光物産館裏）

〈その他〉毎年、青森県男声合唱フェスティバル等へ参加し

ています

〈問合せ・申込先〉

むつ男声合唱団『響』 代表・佐藤� 29-3070



( 2 4 )

（２００７年・第６５０号）

家庭教育をおうえんします
～平成19年度版家庭教育手帳～

家
庭
教
育
手
帳
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

文
部
科
学
省
で
は
、
家
庭
で
の
教
育

や
し
つ
け
に
関
す
る
提
言
や
情
報
提
供

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
小
冊
子『
家

庭
教
育
手
帳
』を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

配
布
の
対
象
と
な
る
時
期
は
、
母
子

手
帳
交
付
時
に『
乳
幼
児
編
』《
ド
キ
ド
キ

子
育
て
》が
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、
小
学
校

１
年
生
に
『
小
学
生
（
低
学
年
〜
中
学
年
）

編
』《
ワ
ク
ワ
ク
子
育
て
》、
小
学
校
５
年

生
に
は
、『
小
学
生
（
高
学
年
）〜
中
学
生

編
』《
イ
キ
イ
キ
子
育
て
》が
、
学
校
を
通

じ
て
保
護
者
の
方
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

【
各
手
帳
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
】

◇
家
庭
と
は
…
子
ど
も
が
家
で
身
に
つ
け

た
こ
と
は
、
生
涯
ず
っ
と
生
き
続
け
る

◇
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
…
生
活
リ
ズ

ム
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す

◇
し
つ
け
…
正
し
い
し
つ
け
は
子
ど
も

へ
の
大
切
な
贈
り
物

◇
安
全
と
健
康
…
心
も
身
体
も
健
康
で

い
よ
う

◇
遊
び
…
遊
び
が
子
ど
も
を
大
き
く
す
る

◇
思
い
や
り
…
愛
は
、
家
庭
で
教
わ
ら

な
か
っ
た
ら
よ
そ
で
学
ぶ
の
は
ム
ズ

カ
シ
イ

◇
個
性
と
夢
…
人
は
夢
を
育
て
、
夢
は

人
を
育
て
る

◇
情
報
編
…
家
庭
教
育
に
役
立
つ
情
報

提
供
・
相
談
の
窓
口
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す

◇
家
庭
で
の
ル
ー
ル
…
ル
ー
ル
を
守
る
も

の
は
、
ル
ー
ル
に
守
ら
れ
る

◇
思
春
期
…
心
も
身
体
も
大
人
へ

◇
体
験
・
ゆ
と
り
…
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

が
子
ど
も
を
お
お
き
く
す
る

　

各
手
帳
は
年
令
に
合
わ
せ
た
編
集
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子
育
て
の

ヒ
ン
ト
と
し
て
参
考
に
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
加
わ
っ
た
内

容
や
情
報
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

～いつでも・どこでも・だれでも～～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり生涯学習のまちづくり
生涯学習課生涯学習課��22-1111内線 73222-1111内線 732 中央公民館中央公民館 ��24-122424-1224

市民スポーツ課市民スポーツ課��22-1111内線 74222-1111内線 742 川内公民館川内公民館 ��42-311342-3113

市立図書館市立図書館��28-3500　　　　28-3500　　　　 大畑公民館大畑公民館 ��34-232134-2321

脇野沢公民館脇野沢公民館 ��44-211044-2110

生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで

①
発
達
障
害
な
ど
に
関
す
る
情
報

②
い
じ
め
対
策
・
自
殺
防
止
に
関
す
る

記
述
を
充
実
さ
せ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

イ
ン
の
窓
口
情
報
を
追
加

③
有
害
情
報
対
策
に
関
す
る
記
述
を
追
加

④『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』国
民
運
動

に
関
す
る
記
述
を
掲
載

⑤
家
庭
教
育
の
実
態
や
、
親
の
意
識
等
に

関
す
る
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
を
掲
載

※
な
お
、
現
在
部
数
に
や
や
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
学
年
以

外
の
方
で
、
読
ん
で
み
た
い
と
い
う

方
や
、
子
育
て
の
研
修
会
等
で
活
用

し
た
い
と
い
う
方
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

『
む
つ
来
さ
ま
い
館
』
だ
よ
り

【
文
化
財
・
水
棲
生
物

展
示
の
お
知
ら
せ
】

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
で
は
、
民
俗
文
化
、

考
古
資
料
等
に
関
す
る
文
化
財
お
よ
び

水
棲
生
物
（
む
つ
湾
の
生
き
も
の
）を
４

月
下
旬
よ
り
展
示
し
ま
す
。

◎
文
化
財
展
示

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

２
階
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
協
力
〉市
教
育
委
員
会

◎
水
棲
生
物
の
水
槽
展
示

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館
ホ
ー
ル
A

〈
協
力
〉川
内
シ
ェ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

�

33

－

８
１
９
１
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む
つ
市
の
遺
跡
探
訪
（
53
）　
　

〜

日

和

崎

〜
　

　

　

　

　

　

日
本
考
古
学
協
会
会
員
・
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

橘　
　
　

善　

光

　

下
北
半
島
西
南
端
に
あ
る
旧
脇
野
沢
村
の
日
和
崎
は
瀬
野
に
あ
り
ま
す
。
古

代
か
ら
近
世
に
か
け
て
海
運
の
発
達
し
た
年
代
に
、
安
渡
や
田
名
部
、
川
内
の

港
に
入
っ
て
く
る
船
の
目
印
と
し
て
、
脇
野
沢
の
入
口
で
あ
る
日
和
崎
を
眺
め
な

が
ら
、
陸
奥
湾
に
入
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
古
代
か
ら
近
世
に
か

け
て
船
乗
り
の
人
達
に
と
っ
て
、日
和
崎
は
重
要
な
位
置
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
船
に
は
婦
女
、
子
供
も
乗
っ
て
お
り
、
遠
く
九
州
や
石
川
や
福
井
方
面
か
ら
き

た
人
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。）

日和崎

『キッズひろば』 平成19年度活動参加者募集
　親子で『農業体験』をします。東通大利地区の畑地を借りて県農業普及員の指導を得ながら共同で栽培、収穫、調理など１

年間通して楽しみます。

ひろば子育てサポート事業2007　『むつ下北マミィ大学』開設

　
この事業は、『青い森ファンド助成事業』として子育て中の親たちの学びあいの場を提供する企画となっています。

　後期は、『子どもの気質について』など10月から５回の予定です。

〈いつ・どんな〉

５月10日（木）『現代子育て事情』 〈講 師〉 どんぐりこどもクリニック 佐々木 正人 氏

５月24日（木）『家族関係論』 〈講 師〉 青森県立保健大学 中村 由美子 氏

６月14日（木）『ヨガエクササイズ』 〈講 師〉 インストラクター 佐々木 絵理子 氏

７月  ５日（木）『チラシづくりの基礎』〈講 師〉 青森市ＮＰＯ事務局 小山内 誠 氏

９月  ６日（木）『チラシづくりの実際』〈講 師〉 青森市ＮＰＯ事務局 小山内 誠 氏

　※ 時間はすべて午前10時～正午 （受付は午前９時40分）

〈どこで〉 市中央公民館

〈参加費〉 前期1,500円 ※資料代として

〈定　員〉30名

※託児いたします（無料）。お電話・メールでお申し込みください。

〈申込締切〉５月７日（月）

〈問合せ・申込先〉
むつ下北子育て支援ネットワークひろば

� 23-7844（FAX兼用）
� h i roba@sofcom. jp

〈いつ〉５月３日（祝）、19日（土）、６月９日（土）、30日（土）、７月28日（土）、29日（日）

８月11日（土）、12日（日）、９月15日（土）、10月20日（土）

※時間は午前９時～正午となります。

〈作付け品目〉 じゃがいも、大根、サツマイモ、枝豆など



( 2 6 )

（２００７年・第６５０号）

PIRAが中心となってむつ市とポートエ
ンジェルスの記念として作った和風な橋

☆忍たま乱太郎ショー

『ニセ金作りをつかまえろ』

〈い　つ〉午前10時～・午後2時～（各30分）

〈どこで〉多目的シアター

☆アニメ上映『忍たまシアター』

〈い　つ〉午前11時・午後3時～（各14分）

〈どこで〉多目的シアター

☆上田屋子ども育成会による『能舞』公演

〈い　つ〉午後1時～（約60分）

〈どこで〉多目的シアター

〈どんな〉

　巴・鞍馬

〈問合せ先〉
〒039－4223下北郡東通村大字小田野沢字見知川山１－809

東通原子力発電所ＰＲ施設 『トントゥビレッジ』　�48-2777

☆工作コーナー (大人の工作教室・先着200名 )

〈い　つ〉午前9時 30分～

〈どこで〉 ワークショップ 

☆遊べるコーナー『忍たま乱太郎 お遊び道具の段』

　・ヘムへムとの記念撮影コーナー

　・忍たまフワフワ

　・忍たまのゲームに挑戦

　・スタンプ集め大作戦

　・忍たま塗り絵コーナー

〈い　つ〉午前9時 30分～

〈どこで〉 多目的ルーム・中庭

☆屋台コーナー（なくなり次第終了となります）

東通村特産品（東通牛の串焼き、ソーセージ串、すき焼き鍋、東通

そば粉クレープ）、焼きそば、から揚げ、おにぎり等。

チャリティー販売各50円～100円です！

〈い　つ〉午前11時～

〈どこで〉  中　庭

　トントゥこどもの日スペシャル
　　　　　　～トントゥビレッジが忍者屋敷に大変身！～

5月 5日（祝）・午前9時 30分～午後4時 30分 〈入場無料〉

５
月
の
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
イ
ベ
ン
ト

【
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
】

〈
い
つ
〉５
月
20
日（
日
）

午
後
1
時
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
ル
ー
ム
』

〈
定　

員
〉15
名

〈
参
加
料
〉無
料

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
願
い
ま
す

〈
講
師
〉浅
海 

文
代 

氏

　

※
準
備
す
る
も
の
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

〈
申
込
締
切
〉

５
月
８
日（
火
）当
日
消
印
有
効

〈
申
込
方
法
〉

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
名

さ
ま
の
ご
応
募
と
な
り
ま
す
。

　

当
選
者
に
は
、
５
月
９
日
以
降
に

ご
案
内
の
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

 

※
申
し
込
ま
れ
た
方
の
個
人
情
報
は
、
適

正
か
つ
厳
重
に
保
護
・
管
理
し
、
こ
の

　

 

教
室
に
か
か
わ
る
諸
連
絡
お
よ
び
実
施

に
関
す
る
範
囲
内
で
利
用
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

－

４
２
２
３

下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

－

809

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

〈
い
つ
〉

 

・
５
月
11
日（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

 

・
５
月
12
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

　

国
や
こ
と
ば
の
違
い
を
越
え
て
、

ど
ん
な
人
と
も
仲
良
く
な
れ
た
ら
。

『
七
カ
国
語
を
話
す
、
日
常
が
あ
る
。』
講
演
会
の
ご
案
内

　

そ
ん
な
思
い
か
ら
１
９
８
１
年
、

い
く
つ
も
の
こ
と
ば
『
多
言
語
』を
習

得
し
な
が
ら
、
世
界
の
人
と
交
流
す

る
多
言
語
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
だ
れ
で
も
、
い
く
つ

も
の
こ
と
ば
が
楽
し
く
話
せ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
ま
す
。

〈
参
加
費
〉無
料

〈
そ
の
他
〉託
児
有
り（
無
料
、
要
予
約
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

山
田
�

22

－

２
７
６
５（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）
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『
む
つ
下
北
第
九
の
会
』で
は
、
今
年

11
月
24
日
（
土
）下
北
文
化
会
館
に
お
い

て
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の
交
響
曲
第
九

番
合
唱
付
き
の
演
奏
会
を
行
な
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
む
つ
市
と
姉
妹
都
市
で
あ

る
会
津
若
松
市
の
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
合
唱
の
応
援
団
を
招
き
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
翌
月
の
12
月
23
日

に
は
、
会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
る
第

九
演
奏
会
へ
、
む
つ
市
か
ら
合
唱
の
応
援

に
か
け
つ
け
る
予
定
で
も
あ
り
、
市
民

交
流
の
演
奏
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
合
唱
団
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
中
学
生
、
高
校
生
、
未
経

験
者
も
大
歓
迎
で
す
。

　

か
ん
た
ん
な
曲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

発
音
か
ら
し
っ
か
り
と
練
習
し
ま
す

し
、
ま
た
、
練
習
用
の
カ
ラ
オ
ケ
C
D

も
あ
り
、
自
宅
や
ド
ラ
イ
ブ
を
し
な
が

ら
で
も
練
習
で
き
ま
す
。
今
年
半
年
間

の
練
習
で
完
璧
に
歌
え
る
よ
う
に
な
る

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不
完

全
で
も
大
丈
夫
。
ベ
テ
ラ
ン
の
合
唱
団
員

が
カ
バ
ー
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
心
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　

演
奏
会
は
来
年
も
再
来
年
も
続
き
ま

す
。
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
素
敵
な
世
界
へ
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

『
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
』
交
響
曲
第
九
番

合
唱
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

〈
演
奏
会
〉

11
月
24
日（
土
）・
午
後
４
時
開
演

〈
練
習
日
程
〉

６
月
か
ら
本
番
ま
で
約
20
回
練
習
の

予
定
で
す
。
練
習
日
程
は
み
な
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
組
ん
で
い
き

ま
す
。

〈
入
会
金
〉３
、０
０
０
円

※
日
本
で
一
番
安
い
ん
で
す

〈
発
会
式
〉

　

５
月
26
日（
土
）・
午
後
３
時
〜

下
北
文
化
会
館
に
て

※
む
つ
市
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

　
『
立
原
ち
え
子
』さ
ん
も
お
見
え
に

な
り
ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
で
直
接
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
か
、
発
会
式
に
直
接
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
下

北
文
化
会
館
、
市
立
図
書
館
に
入
会

案
内
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

『
む
つ
下
北
第
九
の
会
』事
務
局
・
藤
野

�

０
８
０

－

１
８
４
１

－

５
６
２
７

　

む
つ
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
今

の
社
会
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
人
と
人
の

心
の
つ
な
が
り
、
心
温
か
い
地
域
社
会

づ
く
り
の
大
切
さ
を
見
直
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉５
月
12
日（
土
）

①
午
後
３
時
〜（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

②
午
後
７
時
〜（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

〈
ど
こ
で
〉

下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

む
つ
商
工
会
議
所
女
性
会

映
画
上
映
会
の
ご
案
内

〈
ど
ん
な
〉

　
『
待
合
室
』

〈
監
督
・
脚
本
〉板
倉
真
琴

〈
出
演
者
〉富
司
純
子
、
寺
島
し
の
ぶ
他

〈
対
象
者
〉小
中
高
校
生
・
一
般

〈
費
用
〉

一
般
前
売
券 

１
、０
０
０
円

当
日
券　
　

 

１
、５
０
０
円

※
小
中
高
校
生
は
当
日
券
の
み
で
８
０
０
円

〈
前
売
券
販
売
先
〉

マ
エ
ダ
本
店
・
む
つ
松
木
屋

平
安
堂
む
つ
店
・
下
北
文
化
会
館

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
商
工
会
議
所
女
性
会
事
務
局

（
む
つ
市
小
川
町
２

－

11

－

４
）

�

22

－

２
２
８
１

©2005「待合室」制作委員会　

東北の小さな駅の待合室に

　　　　人知れず置かれた『命のノート』

　それに返事を書き続けるひとりの女性…

～演技派の母娘（富司純子・寺島しのぶ）が、主人公の

現在と過去を見事に演じる、感動の共演～

～実在する『命のノート』から生まれた感動の物語～

　ホームヨーガで心身ともにリフレッシュし、スッキリの

日々を過ごしませんか？

　初心者の方も大丈夫です。随時参加者を募集しております。

〈い　つ〉毎週木曜日・午前10時～11時 30分

〈どこで〉市中央公民館

〈参加費〉月 2,000 円

〈講　師〉ホームヨーガインストラクター 中島 敬子 氏

〈申込方法〉電話でお申し込みください。

ヨーガサークル会員募集！

〈問合せ・申込先〉

ヨーガサークル・工藤� 29-1617

・国田� 34-4463
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　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院
ちば小児科アレルギー科クリニック
柳谷ひ尿器科皮ふ科クリニック
たなか泌尿器科クリニック
ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック
どんぐりこどもクリニック
田 村 胃 腸 科 内 科 医 院

☆　３　日（祝）
☆　４　日（祝）
☆　５　日（祝）
☆　６　日（日）
☆　13 日（日）
☆ 20 日（日）
☆　27　日（日）

5 月 の 在 宅 当 番 医

� 22-5800
� 33-8001
� 24-2055
� 28-2660
� 23-0033
� 24-5656
� 22-4010

23日（水）

むつ商工会議所

東北電力（株）

日本原子力研究開発機構

9:30

12:45

15:00

～

～

～

11:00

13:45

16:00

24日（木）
県合同庁舎

航空自衛隊大湊分屯基地

10:30

13:30

～

～

11:40

16:00

赤ちゃん教室（皮膚科） むつ地区

 5 月 30 日（水）平成18年 8月～平成19年 1月生まれの乳児
12:40 ～ 12:50 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室 むつ地区

 5 月 30 日（水） 平成18年 9月および平成19年 1月生まれの乳児
10:10 ～ 10:20 下北文化会館集会娯楽室

10か月児健康診査 むつ地区

 5 月 31 日（木）平成18年 7月生まれの乳児
13:00 ～ 13:10 下北文化会館

１才６か月児健康診査 むつ地区

 5 月 24 日（木）平成17年 10月生まれの幼児
12:15 ～ 12:30 下北文化会館

２才児健康診査 むつ地区

 5 月 10 日（木）平成16年 11月生まれの幼児
13:00 ～ 13:20 下北文化会館

３才児健康診査 むつ地区

 5 月 22 日（火）平成15年 11月生まれの幼児
12:00 ～ 12:20 下北文化会館

離乳食教室・赤ちゃん相談 川内地区

 5 月 9日（水）平成18年 7月～平成19年 1月生まれの乳児
10:00 ～ 10:10 健康管理センター

離乳食教室・赤ちゃん相談 大畑地区

 5 月 23 日（水）平成18年 12月～平成19年 1月生まれの乳児
10:00 ～ 10:15 総合福祉センター（ふれあいかん）

離乳食教室・赤ちゃん相談 大畑地区

 5 月 23 日（水）平成18年 9月～ 10月生まれの乳児
13:15 ～ 13:30 総合福祉センター（ふれあいかん）

離乳食教室・赤ちゃん相談 脇野沢地区

 5 月 8日（火）平成18年 5月～平成19年 2月生まれの乳児
10:30 ～ 10:40 地域交流センター

健康なんでも相談 全地区

毎週火～金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課

5月の健康相談（高脂血症）・予約制 全地区

毎 週 月 曜 日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課

健康教室・健康相談・健康診査

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

5 月 の 献 血 受 付 日 程

む
つ
こ
ぎ
ん
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　

国
指
定『
津
軽
刺
し
こ
ぎ
ん
』の
伝
統

を
守
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
自
身

の
手
で
お
手
伝
い
が
で
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
で
も
会
員
が
優
し
く
指

導
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
い
つ
〉第
１
、
第
３
月
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

〈
会
費
〉

月
千
円（
教
材
費
は
別
途
か
か
り
ま
す
）

〈
そ
の
他
〉昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
こ
ぎ
ん
サ
ー
ク
ル

菊
池
�

29

－

１
１
９
７

　

通
常
の
運
動
よ
り
、
足
腰
に
か
か

る
負
担
が
軽
く
て
済
む
プ
ー
ル
の
運
動

で
、
足
腰
を
鍛
え
て
、
介
護
無
用
の
身

体
作
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
健
康

的
な
生
活
を
お
送
り
い
た
だ
く
こ
と
が

こ
の
事
業
の
目
的
で
す
。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
《
水
中
運
動
指
導
事
業
》
の
ご
紹
介

　

水
中
ウ
ォ
ー
ク
に
興
味
が
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
水
中
運
動
が
は
じ
め
て
の

方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉初
回
・
５
月
14
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
こ
の
教
室
は
、
お
お
む
ね
週
１
回

で
月
曜
日
に
実
施
、
全
12
回（
約

３
か
月
）で
終
了
と
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉

ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
む
つ

〈
対
象
者
〉

 

・
65
才
以
上
の
方
で
、
足
腰
を
強
く

し
た
い
方
。

 

・
身
長
１
５
０
㎝
以
下
の
方
。

※
身
長
１
５
０
㎝
以
上
の
方
は
8
月

に
実
施
の
予
定
で
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　

水
着
、
キ
ャ
ッ
プ
等
は
各
自
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
送
迎
〉

　

脇
野
沢
、
川
内
、
大
畑
、
む
つ
市

内
の
ど
こ
か
ら
で
も
送
迎
い
た
し
ま

す
。
送
迎
が
必
要
な
方
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
介
護
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
22

－

１
１
１
１
内
線
４
５
８
・４
５
９
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これからの予防接種日程

= =☆ 個別予防接種 ☆ = =

種　類 対象児 実施日

麻 し ん 風 し ん
◎１才 ～ ２才未満の幼児
　 および小学校入学の
　 前年の幼児（年長児）

 5月11日（金）

三 種 混 合 ３か月 ～ ７才６か月未満  5月 29日（火）

受付時間

佐 藤 小 児 科 … 14:00～17:00
ちばクリニック … 14:00～15:00
　　　　　　　　（接種時間14:00～15:30）
菊　池　医　院 … 13:30～14:30
どんぐりクリニック … 14:00～15:00

種　類 対象児 実施日

麻 し ん 風 し ん
◎１才 ～ ２才未満の幼児
　 および小学校入学の
　 前年の幼児（年長児）

 5月10日（木）

三 種 混 合 ３か月 ～ ７才６か月未満  5月 28日（月）

受付時間
脇 野 沢 診 療 所 … 13:00～13:20

　　　　　　　　　　　（10日前までに、脇野沢庁舎

健康福祉課へ予約が必要です） 

= = ☆ 集団予防接種 ☆ = =

種類 実施日 受付時間 実施場所

ＢＣＧ  5月 23日（水） 13:15～13:30 下北文化会館

ポリオ  5月 24日（木） 12:45～13:00 下北文化会館

ポリオ  5月 29日（火） 13:15～13:30 市中央公民館

ポリオ  5月 30日（水） 13:15～13:30 下北文化会館

ポリオ  5月 31日（木） 13:00～13:20 脇野沢診療所

《対象児》
【 ポ リ オ 】

【 Ｂ Ｃ Ｇ 】

３か月～7才６か月未満

３か月～６か月未満

ハローベビー教室
～夫婦での参加大歓迎～

　安心して妊娠・出産を迎えるために『ハローベビー教室』

を開催します。

　４回シリーズで、毎回実技を中心に学習します。

　1回目の赤ちゃんのお風呂の時には、だれでも妊婦さん

になれる『妊娠シミュレーター』も体験できます。

　もうすぐパパ、ママになる方、ぜひ夫婦で参加してみま

せんか？

　参加ご希望の方は、電話でお申し込みください。

〈対象〉

今年1月～3月末に妊娠届を出された方

転入された妊婦さん、むつ市に里帰りしている妊婦さん

〈いつ・どんな〉

５月 9日（水） ・赤ちゃんのお風呂の入れ方

・パパも妊婦さんになってみよう！

～妊婦シミュレーター体験～

・やってみよう育児体験と妊婦体操

５月16日（水）・自信を持って楽なお産

・おっぱいの不思議

・妊娠中からの食生活

・やってみよう育児体験と妊婦体操

５月23日（水）・妊娠中の歯の手入れと歯科健診

・お父さん、お母さんへ

～赤ちゃんからのメッセージ～

・やってみよう育児体験と妊婦体操

５月30日（水）・産後の過ごし方

～お母さんと赤ちゃんの心と体、家族計画～

・やってみよう妊婦体操

〈どこで〉下北文化会館検査検診室・集会娯楽室

〈受付時間〉午後6時15分～30分

〈準備するもの〉母子健康手帳

バスタオル１枚

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課�22-1111内線 442・443

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課   �22-1111 内線 443・445
 川内庁舎健康福祉課                       �42-2111
 総合福祉センター（ふれあいかん） �34-6611
 脇野沢庁舎健康福祉課                  �44-2111



( 3 0 )

（２００７年・第６５０号）

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

『むつ桜まつり』『むつ桜まつり』
　㈳むつ市観光協会では、今年も『むつ　㈳むつ市観光協会では、今年も『むつ

桜まつり』を開催します。桜まつり』を開催します。

　イベントスケジュール等は、新聞折込　イベントスケジュール等は、新聞折込

みチラシにてお知らせします。みチラシにてお知らせします。

〈い　つ〉〈い　つ〉４月28日（土） ～ ５月６日（日）４月28日（土） ～ ５月６日（日）

〈どこで〉水源池公園および早掛沼公園　〈どこで〉水源池公園および早掛沼公園　

　　

〈詳しくは〉〈詳しくは〉

（社）（社）むつ市観光協会むつ市観光協会��23-131123-1311

『脇野沢桜まつり』『脇野沢桜まつり』
　小高い山の上にある愛宕山公園からの　小高い山の上にある愛宕山公園からの

陸奥湾の景観は素晴しく、鯛島も眺める陸奥湾の景観は素晴しく、鯛島も眺める

場所での花見は格別です。場所での花見は格別です。

〈い　つ〉５月上旬開催予定　　　　　　〈い　つ〉５月上旬開催予定　　　　　　

〈どこで〉愛宕山公園〈どこで〉愛宕山公園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈詳しくは〉〈詳しくは〉

脇野沢観光協会脇野沢観光協会��44-221744-2217

『しもきた春もみじ』ウォーキングイベント参加者募集『しもきた春もみじ』ウォーキングイベント参加者募集
　下北半島が『春もみじ（紅葉）』に包まれる頃、下北観光協議会では、次の日程で春もみじウォーキ　下北半島が『春もみじ（紅葉）』に包まれる頃、下北観光協議会では、次の日程で春もみじウォーキ

ングイベントを実施いたします。ングイベントを実施いたします。

　各コースを地元ボランティアガイドが案内いたしますので、心ゆくまで自然観賞・自然散策をお　各コースを地元ボランティアガイドが案内いたしますので、心ゆくまで自然観賞・自然散策をお

楽しみいただけます。また、ウォーキングの後は地元の食材を使った食事をご用意いたします。温楽しみいただけます。また、ウォーキングの後は地元の食材を使った食事をご用意いたします。温

泉入浴もできますので、参加希望の方は必ず事前にお申し込みください。泉入浴もできますので、参加希望の方は必ず事前にお申し込みください。

　当日は市役所前から送迎バスを用意します。利用希望の方は申込時にお知らせください。（現地集　当日は市役所前から送迎バスを用意します。利用希望の方は申込時にお知らせください。（現地集

合も可能です）合も可能です）
　　※「春もみじ」とは、春を迎えた木々がもえぎ色や赤色など、色とりどりに芽吹く様を、秋の紅葉にたとえて表現する言葉です。※「春もみじ」とは、春を迎えた木々がもえぎ色や赤色など、色とりどりに芽吹く様を、秋の紅葉にたとえて表現する言葉です。

〈問合せ・申込先〉〈問合せ・申込先〉
下北観光協議会（市商工観光課内）下北観光協議会（市商工観光課内）

��22-1111内線 54522-1111内線 545

【川内川渓谷遊歩道ウォーク＆薬膳料理】

〈 い つ 〉５月19日（土）

〈どこで〉むつ市川内町

〈 定 員 〉40名（先着順）

〈参加費〉１人１,500円（食事代として）

〈その他〉入浴料は自己負担となります。

【薬研渓流森林浴ウォーク＆山海料理】

〈 い つ 〉５月26日（土）

〈どこで〉むつ市大畑町薬研～奥薬研

〈 定 員 〉60名（先着順）

〈参加費〉１人１,500円（食事代として）

〈その他〉入浴料は自己負担となります。

【宇曽利山湖畔ウォーク＆精進料理】

〈 い つ 〉6月2日（土）

〈どこで〉むつ市恐山地区

〈 定 員 〉60名（先着順）

〈参加費〉１人１,900円（食事代として）

〈その他〉入浴料は自己負担となります。


